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春のセンバツ・春江工業高校の混成応援団を統率する、姫路工業高校応援団の森崎安珠団長
もりさきあんじゅ
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―プレーヤーとして

人として―

【春江工業高校野球部】部長 八木良一、監督 川村忠義／大　省二(主将)、坪田和大(投)、栗原陵矢(捕)、木下恵吾(一)、濱出翔太(二)、梅村拓実(三)、

中島悠(遊)、小野翔大(左)、西啓太(中)、寿優太(右)、関隆行、下出竜介、西林侑亮、出蔵将吾、忠谷弦汰、宗澤洋、鰐渕涼介、宮脇信吾、下道崇裕(マネージャー)

強豪を相手に堂々とした戦いを展開

春のセンバツ フォトリポート

　初めての大舞台に立った春工ナインを応援

しようと、アルプス席には市民をはじめ多

くの人が集まった。その数、実に1600人。

ウインドブレーカー、キャップ、メガホン、

タオルなどの応援グッズはすべて春工のシ

ンボルカラーのオレンジで統一。曲に合わ

せ息の合った応援パフォーマンスを披露す

るたび、3塁アルプス席は燃えさかる炎の

ように揺れた。

　
「
球
児
た
ち
の
あ
こ
が
れ
・
甲
子
園
」
。
野
球
人
に
と
っ
て
、

プ
ロ
野
球
よ
り
も
先
に
目
指
す
夢
舞
台
だ
。

　
高
校
野
球
の
世
界
で
は
全
く
無
名
だ
っ
た
春
江
工
業
高
校

野
球
部
が
、つ
い
に
そ
の
地
に
立
っ
た
。

　
情
熱
的
な
川
村
忠
義
監
督
の
指
導
の
下
、何
事
か
ら
も「
逃

げ
な
い
」と
誓
っ
た
ナ
イ
ン
の
熱
い
戦
い
を
振
り
返
る
。

か
わ
 
む
ら
 

た
だ
 
よ
し

春
工
ら
し
く
一
戦
を
全
力
で

　
春
工
の
初
戦
は
、
春
の
セ
ン
バ
ツ
開
幕
初
日
の

３
月
22
日
（
金
）
。
相
手
は
セ
ン
バ
ツ
優
勝
経
験
が

あ
る
強
豪
・
常
葉
菊
川
高
校（
静
岡
）だ
。

　
春
工
を
応
援
す
る
た
め
、市
内
外
か
ら
1
6
0
0

を
超
え
る
人
が
ア
ル
プ
ス
席
に
集
ま
っ
た
。

　
イ
メ
ー
ジ
カ
ラ
ー
の
オ
レ
ン
ジ
を
身
に
ま
と
い
、

大
声
で
選
手
を
鼓
舞
す
る
姿
は
ま
さ
に
圧
巻
。
そ

の
声
援
を
一
身
に
受
け
、
選
手
た
ち
は
熱
闘
を
演

じ
た
。

初
の
大
舞
台
は
終
始
笑
顔

　
初
め
て
の
甲
子
園
。
選
手
た
ち
は
全
力
プ
レ
ー

を
胸
に
誓
い
、プ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
言
葉
を
聞
い
た
。

　
一
回
表
の
守
備
を
０
点
に
抑
え
る
と
、
そ
の
裏

の
攻
撃
で
い
き
な
り
チ
ャ
ン
ス
を
作
っ
た
。
一
死

か
ら
木
下
が
左
越
え
二
塁
打
を
放
つ
と
、
相
手
の

小
さ
な
補
給
ミ
ス
を
見
逃
が
さ
ず
三
塁
を
落
と
し

入
れ
る
。続
く
小
野
が
右
前
打
を
放
ち
、記
念
す
べ

き
甲
子
園
初
得
点
を
上
げ
た
。

　
二
回
裏
に
は
先
頭
の
濱
出
が
左
前
打
で
出
塁
。

犠
打
で
走
者
を
送
る
と
、
俊
足
が
相
手
の
悪
送
球

を
誘
い
追
加
点
を
上
げ
る
。投
手
の
坪
田
も
変
化
球

を
有
効
に
使
い
、三
回
ま
で
を
無
得
点
に
抑
え
た
。

　
四
回
以
降
は
常
葉
菊
川
も
実
力
を
発
揮
し
始
め

る
。
セ
ン
バ
ツ
を
制
覇
し
た
と
き
を
思
い
起
こ
さ

せ
る
フ
ル
ス
イ
ン
グ
。春
工
は
、六
回
ま
で
に
本
塁

打
を
含
む
５
点
を
取
ら
れ
逆
転
さ
れ
た
が
、
ナ
イ

ン
に
は
感
謝
と
充
実
感
に
満
ち
た
、
さ
わ
や
か
な

笑
顔
が
光
っ
て
い
た
。

第
8585
回
選
抜
高
校
野
球
大
会
・
春
江
工
業
高
校
初
出
場
　
市
民
の
心
が
一
つ
に
な
っ
た
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日

回
選
抜
高
校
野
球
大
会
・
春
江
工
業
高
校
初
出
場
　
市
民
の
心
が
一
つ
に
な
っ
た
一
日

逃
げ
な
い
。

き
の
し
た

お
　
の

は
ま
 

で

つ
ぼ
 

た

2013.3.22 Fri.
阪神甲子園球場

圧巻のオレンジ軍団

幾
度
も
接
戦
を
も
の
に
し
て
き
た
自
分
た
ち
の
力
を
信
じ
て
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県勢初の「優秀応援団賞」
心は一つ　今も これからも―

試合終了。整列する春江工業高校野球部

ピンチでこそ自分たちの応援が力になるはず―。応援団もナインとともに2時間9分を戦った

選手の活躍に合わせ、絶妙なタイミングで曲を切り替える。
甲子園常連校でもある姫工応援団の指揮で、終始息の合った
演奏を披露した

　オレンジの波が引いたア
ルプス席で、ゴミを拾い
集めていた保護者会の皆
さん。グラウンド整備を
するスタッフに頭を下げ、
さわやかな戦いを繰り広
げたナインのように、人
が去った応援席も美しく
―そんな気持ちが伝わる

▲仲間のピンチは仲間でカバーする。最後の最後まで絶対に諦めない。全力で立ち向かう自分たち
の野球スタイルを、甲子園でも貫き通した

 ▲練習してきた応援曲は14曲。姫工応援団や春工運動部員、地元の中高生や大学生らで結成した応援団を中心に大応援を繰り広げた

無
二
の「
友
情
の
応
援
団
」

　
春
工
の
ア
ル
プ
ス
席
に
は
、ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
の
力
強

い
演
奏
と
応
援
団
の
勇
ま
し
い
声
が
響
い
た
。

　
春
工
に
は
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
も
応
援
団
も
な
い
。

　
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
は
、セ
ン
バ
ツ
出
場
決
定
を
聞
い
て

心
を
躍
ら
せ
た
春
江
中
学
校
、三
国
・
丸
岡
・
金
津
の
各

高
校
、
福
井
大
学
、
市
民
バ
ン
ド
の
惜
し
み
な
い
協
力

で
実
現
し
た
。
応
援
団
は
、
何
度
も
甲
子
園
出
場
経
験

が
あ
り
川
村
監
督
の
先
輩
が
野
球
部
の
監
督
を
務
め

る
姫
路
工
業
高
校（
兵
庫
）と
、春
工
生
徒
の
合
同
チ
ー

ム
で
結
成
。
姫
工
応
援
団
は
開
幕
前
に
春
工
で
合
宿
、

応
援
経
験
の
な
い
地
元
生
た
ち
と
何
日
も
合
同
練
習

を
重
ね
た
。

　「
全
力
で
戦
う
仲
間
に
学
校
の
違
い
は
関
係
な
い
」。

ど
ん
ど
ん
広
が
っ
て
い
く
団
結
の
輪
に
、ナ
イ
ン
を
は

じ
め
ど
れ
だ
け
の
人
が
勇
気
と
希
望
を
も
ら
っ
た
だ

ろ
う
。

　
ナ
イ
ン
が
〝
自
分
た
ち
の
野
球
〞
を
貫
け
た
の
は
、

友
情
の
応
援
団
や
地
元
で
支
え
て
く
れ
る
人
た
ち
、そ

し
て
何
よ
り
、い
つ
も
一
緒
に
汗
を
流
し
て
い
る
チ
ー

ム
メ
ー
ト
が
心
を
一
つ
に
戦
っ
て
い
た
か
ら
こ
そ
だ
。

春
の
終
わ
り
は
夏
の
始
ま
り

　
「
全
員
が
全
力
を
出
し
切
っ
た
結
果
だ
か
ら
悔

い
は
あ
り
ま
せ
ん
」

　
試
合
後
、大
　
主
将
は
胸
を
張
っ
た
。

　
応
援
し
て
く
れ
た
人
や
甲
子
園
で
の
経
験
が
、

選
手
を
大
き
く
成
長
さ
せ
た
の
は
間
違
い
な
い
。

選
手
、
監
督
、
父
母
の
会
、
応
援
団
や
ブ
ラ
ス
バ
ン

ド
、
そ
し
て
地
域
の
人
た
ち
を
巻
き
込
ん
だ
彼
ら

の
熱
い
春
は
終
わ
っ
た
。

　
し
か
し
そ
れ
は
、
夏
の
戦
い
へ
の
ス
タ
ー
ト
が

切
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
。
捕
手
で
４
番
を
務
め
た

栗
原
は
、「
必
ず
こ
こ
に
戻
っ
て
き
ま
す
」
と
強
い

決
意
を
口
に
し
た
。

　
春
工
ナ
イ
ン
の
〝
何
事
か
ら
も「
逃
げ
な
い
」戦

い
〞
が
、ま
た
始
ま
る
。

思
い
よ
響
け
。

ナ
イ
ン
へ
、そ
し
て
夏
へ

パブリックビューイングの会場からもたくさんのエールが（ハートピア春江）

粘り強い戦いぶりに、アルプス席の集中力も高まる

春のセンバツ フォトリポート

第
8585
回
選
抜
高
校
野
球
大
会
・
春
江
工
業
高
校
初
出
場
　
市
民
の
心
が
一
つ
に
な
っ
た
一
日

回
選
抜
高
校
野
球
大
会
・
春
江
工
業
高
校
初
出
場
　
市
民
の
心
が
一
つ
に
な
っ
た
一
日

お
お
さ
き

く
り
は
ら
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安心なまちに

　「
ど
ん
な
坂
井
市
を
つ
く
る
？
」

　
10
年
間
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
掲
げ

た
市
総
合
計
画(

20
年
度
策
定)

。

前
期(

24
年
度
ま
で
の
５
年
間)

は
、

市
民
の
融
和
と
住
み
よ
さ
の
基

盤
づ
く
り
を
進
め
ま
し
た
。

　
今
年
度
は
、後
期
計
画
に
着
手

し
ま
す
。
後
期
は
、
地
域
へ
の
愛

着
や
絆
を
育
み
、

｢

心｣

豊
か
に
暮

ら
せ
る
ま
ち
の
実
現
に
重
点
を

置
い
て
い
る
の
が
特
長
。そ
れ
を

受
け
て
25
年
度
は
、安
全
安
心
や

健
康
増
進
、教
育
な
ど
に
積
極
的

に
予
算
配
分
し
て
い
ま
す
。

｢

命
を
守
る｣

を
最
優
先

　
今
年
度
も
引
き
続
き
、
市
民

の｢

安
全
安
心｣

を
最
優
先
に
、

防
災
倉
庫
の
整
備
や
備
蓄
物
資

の
充
実
、
海
抜
表
示
板
の
設
置

や
災
害
時
の
被
災
者
支
援
シ
ス

テ
ム
の
導
入
な
ど
、
防
災
事
業

に
重
点
的
に
予
算
を
配
分
。

　
高
齢
者
の
健
康
増
進
や
生
き

が
い
づ
く
り
の
ほ
か
、
離
職
者

の
雇
用
対
策
や
公
共
施
設
の
老

朽
化
対
策
、
福
井
国
体
に
向
け

た
準
備
に
も
、
積
極
的
に
積
み

上
げ
を
行
い
ま
し
た
。

耐
震
化
を
少
し
で
も
早
く

　
25
年
度
に
予
定
し
て
い
た
小

中
学
校
の
耐
震
補
強
や
学
校
給

食
セ
ン
タ
ー
建
設
な
ど
７
事
業

を
、
24
年
度
に
前
倒
し
し
て
計

上
し
ま
し
た
。

25年度のまちづくりを見る

　
25
年
度
の
当
初
予
算
が
成
立
し
ま
し
た
。予
算
総
額
は
、

５
２
３
億
円
。こ
の
財
源
を
も
と
に
今
年
は
ど
ん
な
ま
ち
づ

く
り
が
進
む
の
か
、市
の
予
算
を
基
に
見
て
み
ま
し
ょ
う
。

心
豊
か
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
へ

市
総
合
計
画
「
後
期
基
本
計
画
」
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
る
年

市の収入にはどんなものがあるの？税金などの収入は、何に使われているの？

一般会計　318億8,400万円

318億8,400万円318億8,400万円318億8,400万円318億8,400万円318億8,400万円

97億600万円97億600万円97億600万円97億600万円97億600万円

107億4,800万円107億4,800万円107億4,800万円107億4,800万円107億4,800万円

523億3,800万円

25年度

坂井市予算坂井市予算坂井市予算坂井市予算坂井市予算

一般会計一般会計一般会計一般会計一般会計

特別会計特別会計特別会計特別会計特別会計

公営企業会計公営企業会計公営企業会計公営企業会計公営企業会計

分担金および負担金分担金および負担金
7億6,3006,300万円　万円　2.4%2.4%

市税市税
115115億6,7006,700万円　万円　36.3%36.3%

依存財源依存財源
168168億2,3002,300万円万円

52.852.8 % %

自主財源自主財源
150150億6,1006,100万円万円

47.247.2%

分担金および負担金
7億6,300万円　2.4%

前年度比 0.8％

市税
115億6,700万円　36.3%

前年度比  0.8％

市債
26億3,700万円  8.3%

前年度比  26.3％

前年度比  1.4％

繰入金
2億4,000万円  0.8%

前年度比 57.8％

使用料および手数料
4億1,300万円  1.3%

前年度比  1.7％

繰越金
2億円  0.6%
前年度比      0％

財産収入など
18億7,800万円  5.8%

前年度比  12.7％

前年度比5.8％ 前年度比1.2％

前年度比  0.2％

前年度比  1.1％

地方消費税
交付金など
11億300万円  3.5%

前年度比  4.3％

地方譲与税
3億3,000万円  1.0%前年度比  1.1％

前年度比　5.5％

前年度比 36.4％

前年度比      0％

行政運営に
総務費 30億900万円

議会費 2億9,000万円

諸支出金 1,500万円

予備費 1,000万円

前年度比10.8％

道路・公園の整備に
土木費 24億7,000万円

依存財源
168億2,300万円

52.8 %

自主財源
150億6,100万円

47.2%

収益のない事業（福祉、教育、道路整備など基礎的な行政サービス）を行
う会計で、主に市税（住民税や固定資産税など）でまかなわれています。

特定の収入があり、一般会計と分けて経理することで収支を明確にした会
計です。坂井市には2つの特別会計があります。

水道など民間企業と同じように事業で収益をあげて運営している会計で
す。坂井市には４つの公営企業会計があります。

 会計名

 国民健康保険特別会計 89億1,300万円 3.5％

 後期高齢者医療特別会計 7億9,300万円 △1.5％

対前年度比予算額

一般会計

特別会計

公営企業会計

一般会計
318億8,400万円

【目的別】【性質別】

前年度比  4.3％

安心なまちに
消防費 14億7,000万円

前年度比  6.1％

前年度比17.4％

前年度比13.0％

経済や農業の発展に
農林水産業費 13億4,700万円

商工費 10億5,900万円

労働費 1億8,200万円

前年度比44.7％

道路や歩道、学校改修
などの設備にかかるお金
普通建設事業費
 22億2,200万円

前年度比 3.7％

前年度比  26.2％

特別会計の運営など
に対するお金
繰出金 25億1,200万円

維持補修費や積立金など
その他 9億4,400万円

前年度比 5.5％

福祉・保健・医療に
民生費 107億4,700万円

前年度比 2.3％

清潔なまちに
衛生費 37億700万円

前年度比 3.9％

借金の返済に
公債費 33億7,000万円

行政運営に

道路・公園の整備に

経済や農業の発展に

前年度比 27.5％

学校・生涯学習に
教育費 42億800万円

義
務
的

投
資
的

そ
の
他

前年度比 1.6％

職員給与など
人にかかるお金
人件費 54億8,700万円

前年度比 3.9％

借入金の返済にかかるお金
公債費 33億7,100万円

前年度比 0.8％

委託料や施設の維持
管理などにかかるお金
物件費
　  53億4,500万円

前年度比 0.1％

一部事務組合や各種
団体への補助金など
補助費等
     59億6,100万円

前年度比 10.2％

保育所の運営や医療費
助成など主に福祉・医療
にかかるお金
扶助費 60億4,200万円

25年度の予算を家計簿に例えると…？

給料（市税） 1,156,660円

349,490円

1,418,510円

263,740円

3,188,400円

1,165,950円

358,440円

1,427,710円

357,900円

3,310,000円

借金（市債）

パート収入
（使用料・手数料など）

手当て・臨時収入
（地方交付税・国県支出金など）

[メモ]　景気回復の兆しはあるものの、給料などの収
入に反映するには時間がかかりそう。災害に備えるた
めの修繕や医療に大きな費用が必要ですが、命を守る
ためにも後回しにはできません。そこで、わが家の増
改築はひとまず抑えることにしました。

合　計

食費（人件費）

医療費（扶助費）

借金返済（公債費）

548,674円
604,236円

534,505円

24,936円

916,842円

222,153円

337,054円

3,188,400円

557,599円
548,283円

538,700円

14,955円

897,812円

402,076円

350,575円

3,310,000円

光熱費・被服費
（物件費）

車や家具の修理代
（維持補修費・予備費）

子どもへの仕送りなど
（繰出金・補助費・貸付金・積立金）

家の増改築
（普通建設事業費）

合　計

収
　
入

支
　
出

25年度毎月の支出 24年度25年度毎月の収入 24年度

Q

 会計名

 水道事業会計 26億4,400万円 17.7％

 公共下水道事業会計 57億1,100万円 △1.9％

 農業集落排水事業会計 4,800万円 △17.9％

 病院事業会計 23億4,500万円 △4.5％

対前年度比予算額

※予算額を10000分の1に換算

まちづくりは
いつやるか。

今でしょ。

！

次のページでは
総合計画の8つの
柱ごとに見るよ！

国・県支出金国・県支出金
5454億7,3007,300万円万円  17.2%17.2%
国・県支出金
54億7,300万円  17.2%

地方交付税地方交付税
7272億8,0008,000万 　 22.8% 22.8%
地方交付税
72億8,000万円  22.8%

まちづくりを見る
｢何に｣｢いつごろ｣｢どれだけ｣？
25年度の当初予算から

7 6平成25年 4月号平成25年 4月号



25年度のまちづくりを見る

LED防犯灯の整備に

 520万円

海抜表示板の設置(三国地

区)や被災者支援システム

の導入に 1,500万円

都市公園や橋の長寿命化

対策に　　 　1,600万円

緊急時用の水道連絡管の

整備に 7,000万円

公共下水の整備に

 10億2,740万円

水源地の整備に(丸岡町

東二ツ屋) 2億588万円

誇りと絆と安らぎと　８年目の坂井市は「心」に響くまちづくりを進めます

安
全
で
快
適
な
暮
ら
し
を
支
え
る
ま
ち
づ
く
り

地
域
の
活
力
を
創
造
す
る
ま
ち
づ
く
り 道路の改良に

　末政･随応寺線

 1億1,764万円

　上安田八丁線

 2,250万円

　宮領北部線 5,020万円

地籍調査に 824万円

多
様
な
都
市
活
動
を
支
え
る
ま
ち
づ
く
り

協働のまちづくりに

 4,640万円

サイン･公共交通計画の策

定に 400万円

地域の施設整備に

 1,040万円

庁舎の省エネ対策などに

 5,600万円

住
民
と
と
も
に
育
む
ま
ち
づ
く
り

観光ビジョン戦略に

 3,651万円

観光施設の管理運営に

 1億1,753万円

各種まつりなどに

 1,250万円

国際交流に

 1,108万円

地
域
全
体
で
も
て
な
す
ま
ち
づ
く
り

小中学校の施設整備に

 1億1,022万円

小学校の教育用パソコン

などの整備に 3,700万円

学級運営支援に

 6,360万円

公民館整備の準備に

 200万円

丸岡スポーツランド改修に

 5億2,500万円

生
涯
を
通
じ
て
学
び
・
育
つ
ま
ち
づ
く
り

保育所施設整備に

 1億9,832万円

介護予防や健康増進に

 588万円

障がい者の自立支援に

 13億2,139万円

障がい者の就労支援に

 1,349万円

障がいのある子どものデ

イサービス施設の整備に

 1,000万円

がん検診など健康増進に

 8,109万円

敬老会の開催に

 1,480万円

誰
も
が
笑
顔
で
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

環境基本計画の推進に

 401万円

再生可能エネルギーの

普及に 1,858万円

街なみの環境整備に

 4,160万円

一般廃棄物収集・処理に

 10億6,453万円

美
し
い
自
然
と
共
生
す
る
ま
ち
づ
く
り

25年度のまちづくりを見る

まち協で使えるお金

が増えるそうよ。今よ

りも自由に使えるよ

うになるんですって。

じゃあ、まちづくりも

進めやすくなるね。

砂丘地で農業を始め

る人を支援したり、質

の高い園芸作物を生

産できる環境を整備

したりするそうよ。

伝統の福井野菜とい

えば「越前白茎ごぼう」。

県内でも珍しい品種

を普及することも大

事だね。

市の花ユリもね♪

住宅に太陽光発電を

導入する場合、補助し

てもらえるそうよ。

太陽光だけじゃなく

風力や水力、バイオマ

スといった自然現象

の中から発生するエ

ネルギーの活用につ

いて、いろんな可能性

を調査するそうだよ。

美しい環境や景観が

保たれているまちって、

住みたくなるわよね。

そうだね。だから、三

国湊の伝統的な建物

を維持・保管するため

の整備を進めてるん

だね。

公民館は生涯学習や

まちづくりの拠点よね。

老朽化した春江中公民

館を建て替える準備が

始まるようだね。JR春

江駅周辺整備事業と合

わせて、地域のニーズ

を反映した誰もが使い

やすい公民館にするた

めに、ワークショップ

を立ち上げて構想を練

るそうだよ。

福井国体では、坂井市

はサッカー競技の会

場になるわ。丸岡ス

ポーツランドのグラ

ウンドを人工芝生に

するんですって。

LED防犯灯は通学路

に設置するそうよ。

海抜表示板は、三国に

ある公共施設や一次

避難所、観光施設など

340カ所に設置する

んだって。

被災者支援システムは、

災害時の安否確認や

必要な支援を一元管

理できるから安心だわ。

楽しく歌ったり音楽

に合わせて体を動か

したりするのって、認

知症や介護の予防に

効果が高いそうよ。そ

れで、公民館に専用の

音楽機器を導入して、

6月ごろから「音楽・

体操いきいき講座」を

始めるんですって。

おや、いいじゃないか。

私も参加しようかね。

坂井市をまるごとＰ

Ｒすることで、長く滞

在してもらえる仕掛

けをするそうよ。

全国各地の学生が合

宿をするのにたくさ

ん訪れるそうじゃな

いか。そこから観光に

つながっていくとい

いよね。

三国花火、今年も待ち

遠しいなぁ。

丸岡城桜まつりをは

じめ今年丸岡で開催

するまつりは、初代丸

岡藩主・本多成重の入

城400年を記念する

そうだよ。

わあ、楽しみだね。

自治区ごとにバラバ

ラだった、施設や観光

の案内板のデザインを、

順次統一していくた

めの計画よ。

ハートに届くまちづくり！

市の花ユリユリユリ
美しいユリが
咲くまちへ。

公共交通計画公
地域性や利便性を踏地
まえて公共交通計画まま
を見直します。をを

前白茎ゴボウ越前前
こではなく茎や根っっ

を食べるのが特長。葉をを

行政情報メール行
防災･防犯･健康など必要なメ
ニューを登録できるシステ
ムを、夏ごろまでに構築します。

避難訓練市総合合避
と　き　9月1日(日)

ろ　丸岡町一円ところところ　

音楽 体操音楽・体操音
いきいき講座い
666月から各公民館で介
護予防や健康増進のた護護
めの講座を始めます。めめ

環境基本計画の推進推進
水辺の実態を提起し、環
境保全に取り組みます。
小型廃家電の回収も、継
続して実施します。

丸岡スポーツ丸岡スポ ツ
ランド改修
福井国体に向けて、
10月ごろから改
修予定です。

観光地力アップップ
戦略的に情報発信し、発信
観光地としての魅ての
力を高めます。

がん検診
早期発見・早早

け、期治療に向けけ、
検診体制を強強強
化します。

障がい者の
自立支援
就労や社会生活生活
能力アップに向に向
けた支援をします。

※写真は昨年の津波避難訓練真 昨年 津波避難 練
（三国町）

性を生かした

地域活動を行

う「まちづくり協議

会」の取り組みを尊重。

活動に必要な支援を

行いながら協働のま

ちづくりを進めます。

　行財政改革を着実

に進め、健全に市政

を運営します。

画的な土地利

用や市内の一

体性・連携の強化を

図るための広域道路

網の整備を引き続き

進めます。

　自然と調和した都

市基盤の整備・充実

を図ります。

齢化や後継者

不足など、農

林水産業に従事する

人たちの課題解決に

向けた取り組みを支

援します。

　商工業についても、

雇用機会の確保や経

営の安定化、企業誘

致や産官学連携を図り、

活力を生み出します。

震や水害など

の災害発生時

に迅速かつ適切に対

応できるよう、自助・

共助・公助を基本と

した総合的な防災･

減災対策を進めます。

全市民が安全に、安

心して暮らせるまち

を目指します。

境に配慮した

まちづくりを

進めます。

　省エネ対策や、太

陽光･風力･水力など

地域に密着した未利

用エネルギー源の掘

り起しと有効活用、

民間活力を利用した

循環型の環境対策な

どに取り組みます。

極的に幼保一

元化や民営化

を進め、安心して子育

てできる環境を作り

ます。

　高齢者の健康増進

や介護予防、生きがい

づくりに力を入れます。

障がいがあっても自

立した日常生活がで

きるよう福祉サービ

スも充実させます。

どもたちが自

分らしく、未

来に夢を持つことが

できる教育環境を整

備します。

　公民館を整備する

一方で、文化芸術活

動の振興を図ります。

　平成30年に開催予

定の福井国体に向け

た準備も進めます。

力ある豊富な

資源を生かし

た誘客や食のブラン

ド化、各種メディア

を利用した情報発信

の強化充実を図り、

観光の振興に取り組

みます。

　海外都市と交流し、

国際的な視野を広げ

ます。

特計高地環子魅 積

ユリの生産振興や伝

統の福井野菜対策に

 468万円

三里浜砂丘地の園芸育成に

 6,602万円

漁業施設管理に

 1,385万円

企業立地の促進に

 1億5,000万円

離職者の雇用支援に

 3,000万円

中小企業への資金融資に

 5億2,400万円

工業振興に向けたイベン

トへの出展に 103万円
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フォーカス

11 10平成25年 4月号平成25年 4月号

フォーカス

まちの話題をお届けします。

まちの話題が満載の「フォーカス」は、市のホームページ（ 　http://www.city.fukui-sakai . lg. jp/ ）からもご覧

いただけます。ホームページでは“ホット”な話題を随時公開。また、上記以外の話題も紹介しています。

れいな水辺守るため
市内で一斉に清掃活動��3月10日（日）き

▲水辺に打ち上げられた大量のごみを拾っ
　ていく参加者たち

まちの話題をお届けします。

　
最期までわが家で自分らしく暮らすために、家族

や地域、医療関係者などがどう関わるべきかを考え

る市民集会が霞の郷で開かれました。本市とあわら

市の民生委員や介護・医療の関係者など約300人が参

加。在宅ケアの不安や孤独感を解消すること、家族・

地域のつながりや、医療や介護など多職種の連携を

深めることが大切であることなどが話し合われました。

安・孤独の解消と仲間づくりを
将来の在宅ケアを考える��3月9日（土）不

▲講演やパネルディスカッションをとおして、求められる在宅ケ
アについて考えた市民集会

　
気軽にできる運動を通して健康づくりをしてもら

おうと、三国体育協会びーなすネット委員会が三国

体育館で「誰でも簡単！ニュースポーツ体験」を開催

しました。カーリングに似たユニカールやファミリー

バドミントンなど、簡単に楽しめるようにルールや

道具が工夫された8競技を体験。市内の親子ら24人は

説明を受けながら、心地よい汗を流していました。

ュースポーツで汗を
気軽に始める健康習慣 3月10日（日）ニ

▲福井県が考案したスティックリング。カーリングのように円の
中心に近づけようと慎重に狙う参加者

　
坂井地区「美味い！米」コンテストで、野中水稲生産

組合(三国町)が最優秀賞を受賞しました。応募のあっ

た76点の中から、品質や粘り、実際に食した味などを

審査し受賞が決定。あわら市内で開催された坂井地区

水田農業ハイグレード推進大会の席上で表彰式が行

われ、主催の坂井地区農業振興協議会・坂本憲男会長

から、賞状が手渡されました。

さ りゅう あん  り   いち

さか もと  のり  お

やま  だ  しょう  た

こん  どうすすむ

中水稲生産組合が
「美味い！米」の頂点に 3月2日（土）野

▲表彰される野中水稲生産組合代表の田端昭雄さん（右から2人
目）ら

　
（財）丸岡文化振興事業団が募集した「梨一賞」の表

彰式が高椋公民館で行われました。丸岡俳諧の基礎

を築いた江戸時代の俳人・蓑笠庵梨一を讃えて作ら

れた同賞は今回で20回目。丸岡地区内の小中学生か

ら1,771句が寄せられました。子どもの鋭い感性をう

まく17文字で表現した入賞作品が読み上げられると、

観客から笑いや共感の声が上がっていました。

い感性を17文字に
俳句「梨一賞」を表彰 3月2日（土）若

▲豊かな表現の俳句を創作し、表彰を受ける梨一賞の受賞者たち

　
緑のふるさと協力隊として竹田地区で暮らし1年

の任期を終える山田祥太さんが、市長に活動の成果を

報告しました。隊員として農作業や交流行事などに関

わりながら、新たな活性化策や実現の可能性を模索。

自身も人のつながりと自然に魅了されたそうで「住民

と関わりながら数日の滞在を楽しめる事業を仕掛け

たい」と話しました。今後は一住民として、竹田地区の

活性化に取り組みます。

ワク

員｣から｢住民｣に
竹田で夢の実現を誓う 3月8日（金）｢隊

▲「市街地や高速道路から車で十数分という便利な竹田地区には、
たくさんの可能性があると思います」と山田さん（左)

　
三国町区長会連合会が、三国町内の「災害避難マニュ

アル」を完成させました。平成19年度から分科会を立

ち上げ、自主組織の拡充や避難所開設運営などを議論。

災害発生時の避難方法や広域避難場所などの記載は

もちろん、家族内での災害時の取り決めなどもメモで

きる内容です。マニュアルは三国町全戸に配布。今後

の訓練などにも活用していきます。

害に備える意識を
避難マニュアルが完成 3月14日（木）災

▲「災害は想定外のことが起きる。備えが大切」とマニュアルを手
に市長と話す近藤奏会長（右）

　
子どもたちに仕事について知ってもらおうと、「第

2回わく・ワク・work　おしごとってなに？」がハー

トピア春江で開催されました。市商工会青年部の呼

びかけで、市内の小学3、4年生100人が憧れの仕事を

体験しました。働いた子どもたちには500円券の“給料”

が手渡され、好きなお菓子をお買いもの。仕事の大変

さとやりがいを感じていました。

くって楽しいね」
憧れの仕事にワクwork 3月3日（日）「働

▲女の子に人気の美容業。ネイルアートのやり方やきれいに仕上
がるコツなどを教わる子どもたち

　
豊かな水辺環境を守るため、市内全域で河川ごみ一

掃統一行動を行いました。この呼びかけに79地区か

ら約2,000人が参加。市内を流れる竹田川・田島川・兵

庫川・磯部川を

中心に、身近な

河川や用排水路

を清掃しました。

水辺には家庭ご

みだけでなく、

タイヤや金属類

などの廃棄物も

散乱。皆さんの

協力で約12tの

ごみを回収する

ことができまし

た。
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おき  つ   なみ  じ

問

「ふれんず」は坂井チャンネルでもご覧いただけます！
今回の内容は、4／15（月）～5／14（火）まで放送します。

お楽しみに！　　秘書広報課 50-3012

大石野球スポーツ少年団

メンバー　12人
代　　表　平井　久明さん（春江町中筋西）
指 導 者　3人
コメント

　選手、指導者、保護者が1つになって明るく楽しく

活動しています。見学・体験はいつでも行っています。

気軽に見に来てください。

こ
「

▲試合でもできるように、厳しい球
には練習からダイビングキャッチ

「ピッチャーが頑張ってるから必死で守る。バックが守ってくれるから
安心して投げられる」と本番を想定した全力プレーをする子どもたち
「ピッチャーが頑張ってるから必死で守る。バックが守ってくれるから
安心して投げられる」と本番を想定した全力プレーをする子どもたち

っ
ち
持
っ
て
こ
ー
い
」。

練
習
に
も
関
わ
ら
ず
、

難
し
い
球
で
も
飛
び

込
ん
で
果
敢
に
捕
り
に
行
く
。

自
慢
の
バ
ッ
テ
リ
ー
と
堅
い
守

り
、
次
の
塁
を
貪
欲
に
狙
う
足

を
絡
め
た
攻
撃
で
勝
利
を
目
指

す
。
そ
れ
が
「
大
石
野
球
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
」
だ
。

　
か
つ
て
は
春
江
町
内
に
野
球

チ
ー
ム
が
１
つ
し
か
な
か
っ
た

た
め
、
児
童
や
地
域
の
強
い
希

望
で
平
成
18
年
に
同
団
が
発
足
。

課
題
を
意
識
し
て
プ
レ
ー
す
る

こ
と
で
、
県
大
会
で
も
勝
て
る

チ
ー
ム
を
目
指
し
て
い
る
。

　
県
の
女
子
選
抜
に
選
ば
れ
た

小
坂
未
羽
さ
ん(

春
江
西
小
５
年)

は
、「
夢
は
女
子
プ
ロ
に
な
る
こ

と
。
選
抜
で
学
ん
だ
こ
と
を
生

か
し
た
い
」
と
大
き
な
志
を
持
っ

て
練
習
に
励
ん
で
い
る
。

　
プ
ロ
野
球
に
憧
れ
て
始
め
た

　
橋
正
憲
さ
ん(

大
石
小
５
年)

は
、
チ
ー
ム
の
特
長
で
あ
る
走

塁
が
持
ち
味
。「
監
督
に
教
わ
っ

た
基
本
を
し
っ
か
り
練
習
し
た

い
」
と
先
を
見
据
え
た
土
台
作

り
を
大
切
に
し
て
い
る
。

　
走
攻
守
に
長
け
た
キ
ャ
プ
テ

ン
の
高
原
侑
希
さ
ん(

同
５
年)

は
、「
こ
こ
一
番
で
声
を
出
し
て
、

み
ん
な
を
ま
と
め
ら
れ
る
キ
ャ

プ
テ
ン
に
な
り
た
い
」
と
、
目

標
の
県
大
会
出
場
に
向
け
率
先

し
て
仲
間
を
鼓
舞
し
て
い
る
。

　「
将
来
、
自
分
の
子
ど
も
と
一

緒
に
や
る
く
ら
い
野
球
を
好
き

に
な
っ
て
く
れ
た
ら
」
と
話
す

の
は
コ
ー
チ
の
小
坂
泰
雅
さ
ん
。

高
校
球
児
だ
っ
た
自
分
に
重
ね

て
、
技
術
だ
け
で
な
く
楽
し
さ

も
教
え
て
い
る
。

　
欠
か
さ
ず
つ
け
て
い
る
野
球

ノ
ー
ト
。
夢
を
か
な
え
る
こ
の

道
は
、
一
歩
ず
つ
努
力
す
る
こ

と
で
し
か
進
め
な
い
と
知
っ
て

い
る
。
チ
ー
ム
の
信
頼
で
つ
な

ぐ
「
守
り
勝
つ
野
球
」
を
目
指

し
て
、
仲
間
た
ち
は
今
日
も
懸

命
に
グ
ラ
ブ
を
伸
ば
し
続
け
る
。

▲対話を大切にした丁寧な指
導がモットー

　気付いた
　ことなどを
　書き込む野
　球ノート

仲間とともに全力プレー

守備の秘訣は努力と信頼

▲

フォーカス

まちの話題が満載の「フォーカス」は、市のホームページ（ 　http://www.city.fukui-sakai . lg. jp/ ）からもご覧

いただけます。ホームページでは“ホット”な話題を随時公開。また、上記以外の話題も紹介しています。

12平成25年 4月号13 平成25年 4月号

フォーカス

まちの話題をお届けします。

こ  

ざ
か
　
み    

う

た
か  

は
し  

ま
さ  

の
り

た
か  

は
ら  

ゆ
う  

き

こ   

ざ
か 

や
す 

ま
さ

ひら  い　      ひさ あき

まほろばを後世に
新献上田で節目を祝う
��

3月23日（土）越

▲新しく移設した献上田で神事を行う参加者ら

かいの未来を照らす
若い音楽家たちの調べ��さ

▲観客を前に自分の音楽を堂々と表現する出演者たち

　
英国派遣団としてウェールズにホームステイし、交

流を深めた中学生らが帰国しました。生徒らは活動の

成果や英国の生活を報告するための壁新聞を制作。仲

間たちと英国での体験を話しながら、写真やイラスト

を使い、読みやすいレイアウトに仕上げました。出来

上がった新聞は、他の生徒たちにも異文化を紹介する

ために、各中学校に順番に掲示していきます。

国の楽しい思い出
工夫を凝らした壁新聞に 3月26日（火）英

　
六呂瀬山古墳群の歴史的価値を後世に伝えようと

始まった越まほろば物語が25年目を迎えます。若い

人たちに親しまれ、歴史と伝統を広めるために今年は

さまざまなイベ

ントが企画され

ます。かつて地

域おこしに取り

組んだ原点に返

るため、丸岡町

鳴鹿地区で行わ

れた越の大王へ

の献上田の移設

式に住民ら25人

が出席。5月には

田植えが行われ、

9月の例祭で献

上されます。

　
食育市民ネットワークの全体交流会が開かれ、食

育活動を行う個人や市民グループ、学校関係者など

約120人が参加しました。シンポジウムでは、高椋子

ども伝承料理教室、のうね・わんぱく探偵団、上江ファー

ム、雄島まちづくり協議会がそれぞれの取り組み事

例を紹介。参加者は事例発表や意見交換を通し、身近

な食育の大切さを確認し合っていました。

育活動はコツコツと
継続や連携の大切さを学ぶ 3月23日（土）食

▲種の植え付けから収穫・加工まで、子どもたちが農作業を体験で

きる機会を広げたいと話す堀川清治さん（NPO法人上江ファーム）

▲英国での体験を思い出しながら、協力して壁新聞を作り上げて
いく生徒ら

ほり かわ  せい   じ

　
坂井地区の次世代を担う若手音楽家を育成しようと、

ミュージックフェスティバルinさかいフレッシュコ

ンサートがハートピア春江で開催されました。オーディ

ションに合格した9人が、声楽やピアノ、ヴァイオリ

ンを披露。才能と若さあふれる音楽に、350人の観客

が惜しみない拍手を送りました。第二部では本市出

身の川村文雄さんがピアノコンサートを行いました。
かわ むら ふみ   お

3月17日（日）
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市役所からのホットなニュースとインフォメーション

まちの話題をお届けします。

平成25年 4月号平成25年 4月号

市民の皆さんの生活に直結する制度や
イベントを紹介するコーナーです。

● 問い合わせ　健康増進課　50-3067

予

外

予防接種法の改正により
対象接種期間などが変更

65歳以上の人必見！
「元気クラブ」の参加者を募集します

外国人住民にも
住基ネットの運用が開始されます

防
接
種
法
の
改
正
に
よ
り
、

左
記
の
と
お
り
変
更
に

な
り
ま
す
。

　
病
気
に
よ
る
長
期
療
養
が
理
由
で
、

定
期
予
防
接
種
を
対
象
年
齢
内
に
受

け
ら
れ
な
か
っ
た
人
も
、
一
定
期
間

内
で
あ
れ
ば
定
期
の
予
防
接
種
と
し

て
接
種
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

詳
し
く
は
健
康
増
進
課
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

● 問い合わせ　健康増進課　50-3067

後

後期高齢者医療制度加入者の人へ
人間ドックの申し込みは11月末まで

期
高
齢
者
医
療
制
度
に

加
入
し
て
い
る
人
に
、

人
間
ド
ッ
ク
の
お
知
ら

せ
で
す
。
年
に
１
度
は
健
診
な
ど
で

体
の
状
態
を
確
認
し
て
、
気
持
ち
よ

く
１
年
を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

実
施
期
間
　

　
５
月
１
日（
水
）

　
　
〜
26
年
２
月
28
日（
金
）

申
込
期
限

　
４
月
15
日（
月
）

　
　
〜
11
月
29
日（
金
）

申
込
方
法
　

①
健
康
増
進
課
に
電
話
で
人
間
ド
ッ

ク
受
診
を
申
し
込
み

②
「
後
期
高
齢
者
人
間
ド
ッ
ク
受
診

券
」
が
届
く
の
で
、
希
望
す
る
検

査
機
関
に
直
接
予
約

③
「
保
険
証
」
と
「
後
期
高
齢
者
人
間

ド
ッ
ク
受
診
券
」を
持
っ
て
受
診

ご
注
意
く
だ
さ
い

※
市
の
健
診
を
受
診
し
た
人
は
、

人
間
ド
ッ
ク
を
受
診
す
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん

※① 

済
生
会
病
院
の
２
日
ド
ッ
ク
は
、

宿
泊
が
な
い「
通
い
コ
ー
ス
」で
す

※② 

福
井
県
立
病
院
の
１
日
ド
ッ
ク
は
、

婦
人
科
の
検
査
を
含
む
コ
ー
ス
で

す

ま
だ
ま
だ
元
気
な
今
の

う
ち
か
ら
、
介
護
予

防
、
健
康
づ
く
り
を

始
め
ま
せ
ん
か
。
教
室
は
通
年

の
活
動
で
、
月
２
回
２
時
間
程

度
、
体
を
動
か
し
た
り
し
て
に

ぎ
や
か
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

開
催
時
期

　
５
月
〜
翌
年
３
月
末
ま
で

対
　
象

　
介
護
認
定
を
受
け
て
い
な
い

65
歳
以
上
で
、
医
師
か
ら
運
動

制
限
を
受
け
て
い
な
い
人

内
　
容

　
運
動
の
専
門
ス
タ
ッ
フ
に
よ

る
運
動
、
健
康
に
つ
い
て
の
学

習
会
な
ど

申
込
方
法

　
４
月
26
日（
金
）ま
で
に
電
話

で
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
へ

● 問い合わせ　地域包括支援センター　50-2264

国
人
住
民
に
つ
い
て
も
、

７
月
８
日
か
ら
住
民

基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
シ
ス
テ
ム
（
住
基
ネ
ッ
ト
）
の

運
用
が
開
始
さ
れ
ま
す
。
外
国

人
住
民
の
住
民
票
に
も
住
民
票

コ
ー
ド
が
記
載
さ
れ
、
７
月
８

日
以
降
に
本
人
に
通
知
さ
れ
ま
す
。

　
市
民
課
窓
口
で
申
請
す
る
こ

と
で
、
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド（
住

基
カ
ー
ド
）の
交
付
を
受
け
る
こ

と
も
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

● 問い合わせ　市民生活課　50-3030

4月1日からの変更点
種　類

BCG

ヒブ

小児肺炎
球菌

子宮頸がん
予防

旧

接種期間
6か月に至るまで

任意予防接種
（接種費用：無料）

任意予防接種
（接種費用：無料）

新

接種期間
1歳に至るまで

定期予防接種
（接種費用：無料）

定期予防接種
（接種費用：無料）

備　考

標準接種年齢　5カ月～8カ月

接種年齢　2ヶ月～60ヶ月に至るまで
※接種開始月齢により接種回数が異なります。

接種年齢　小6～高1年相当
中1年女子：5月頃個別通知予定
中2～高1年相当女子：通知済

接種年齢期間内であれば4月以降も接種可能

→

→

→

検査機関名・健診の種別・個人負担金一覧

検査機関名

市立三国病院
宮　病院
ヒガシ内科医院
藤田神経内科病院
春江病院
福井総合クリニック
済生会病院
労働衛生センター
福井赤十字病院
福井循環器病院

福井県立病院 

光陽生協クリニック
福井厚生病院

所在地

三国
三国
丸岡
丸岡
春江
福井
福井
福井
福井
福井

福井

福井
福井

TEL

82-0480
82-1002
66-1054
67-1120
51-0029
25-8260
28-8513
25-2206
36-3667
54-5660

57-2920

24-3310
41-7130

1日人間ドック
男性　　　　女性

12,000
12,000

10,700　　　10,200
9,500
13,000

12,000　　　13,000
13,155

11,050　　　14,100
13,155　　　16,305
13,050　　　16,200

13,050
　　　　　　16,200※②

8,300
12,000

2日人間ドック
男性　　　　女性

32,000
30,000

30,000

31,105※①　34,105※①
30,900　　　38,250

35,100

12,600
30,900

崎

単位：（円）

・
一
部
の
行
政
機
関
で
、
住
民

票
の
写
し
の
提
出
の
省
略
が

で
き
る
な
ど
、
手
続
き
が
簡

略
化
さ
れ
ま
す

・
住
基
カ
ー
ド
に
電
子
証
明
書

を
付
け
る
こ
と
で
、
電
子
証

明
書
に
よ
る
本
人
確
認
が
必

要
な
行
政
手
続
き
の
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
申
請
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
す

・
坂
井
市
以
外
で
も
、
住
民
票

の
写
し
の
交
付
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
す

・
住
基
カ
ー
ド
を
持
っ
て
い
る

と
、
転
入
届
の
特
例
が
受
け

ら
れ
ま
す
。
郵
送
な
ど
に
よ

り
転
出
届
を
行
う
こ
と
で
、

手
続
き
で
窓
口
に
出
向
く
の
は
、

引
っ
越
し
先
の
一
度
で
済
む

よ
う
に
な
り
ま
す

住
基
ネ
ッ
ト
の
運
用
が
始
ま
る
と

こ
ん
な
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す

各クラブ会場・開催日

ところ

三国浜四郷公民館

丸岡保健センター

春江保健センター

坂井健康センター

坂井木部公民館

初回開催日

5月23日（木）

5月21日（火）

5月15日（水）

5月20日（月）

5月18日（土）

とき

第2、4木曜日　13:30～

第1、3火曜日　12:45～

第1、3水曜日　13:00～

第1、3月曜日　12:45～

第1、3土曜日　  9:15～

※祝日や行事などにより日時が変更となる場合があります
※会場によっては、募集人数が若干名のところがあります（先着順）
※初回以降の日程表は、教室参加時にお渡しします

▲川元教育長に目録を手渡す冨田勇一

花咲ふくい農協組合長(右)と小林清崇
春江農協組合長(右から2人目)

▲教育長に目録を手渡す栗田社長（中）

JAが食育の本を寄贈
3月8日(金)

　子どもの食育教育に役立ててほし

いと、花咲ふくい農業協同組合と春

江農業協同組合から食育の本を寄贈

いただきました。食育に関する作文

や図画などのリーフレット6000部

と食育雑誌「ちゃぐりん」1年分を市

内の全小学校に配布。今後は食育の

教材の一環として活用します。

福井エフエム放送が
防犯ブザーを寄付

3月27日(水)
　子どもたちの安全を守る手助けに

なればと、福井エフエム放送株式会

社から防犯ブザーセット890個を寄

贈いただきました。栗田剛夫代表取

締役社長から目録を手渡された川元

教育長は、「子どもたちが安心して生

活できるよう使わせていただきます」

と感謝の言葉を述べました。ブザー

は4月に市内小学校に入学した新1年

生全員に配布します。

かわもと

かわもと

くり  た  たけ お

とみ た ゆういち

こばやしきよたか
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市民の皆さんの生活に直結する制度や
イベントを紹介するコーナーです。

坂井市立三国病院の
臨時職員を募集します

平成25年 4月号平成25年 4月号

▼特別事業で各地区
に配る花は、種植
えから栽培まで
をみんなで協力

▲地区の史
跡などを
巡るウオー
クラリー

石地区まちづくり協議会（平成20年6月28日発足） 進めています！
協働のまちづくり

みんなでユリと笑顔を咲かせるまちに
17

▲子どもや老人会、まちづくり
協議会など住民みんなで作り
上げた公民館横の絵画

北島　敬四郎　会長
（春江町正善）

きた じま  けい し ろう

■
花
が
育
て
る
つ
な
が
り
■

　
花
に
よ
る「
環
境
美
化
活
動
」

を
進
め
て
い
ま
す
。
春
夏
の
花

や
古
く
か
ら
親
し
ま
れ
て
い
る

ユ
リ
の
苗
を
み
ん
な
で
育
て
、

大
き
く
な
っ
て
か
ら
各
地
区
に

植
栽
し
ま
す
。
全
員
で
育
て
る

こ
と
で
、
責
任
感
と
つ
な
が
り

が
強
く
な
り
ま
す
。
家
庭
で
も

育
て
た
い
と
い
う
思
い
が
育
っ

て
く
れ
た
ら
嬉
し
い
で
す
ね
。

■
理
想
は
笑
っ
て
参
加
■

　
公
民
館
が
気
軽
に
集
え
る
場

所
に
な
れ
ば
、ま
ち
の
雰
囲
気
は

良
く
な
り
ま
す
。ま
ち
づ
く
り
も

同
じ
で
、自
然
と
笑
っ
て
参
加
で

き
る
の
が
理
想
で
す
。そ
の
た
め

に
は
、住
民
同
士
の
交
流
が
欠
か

せ
ま
せ
ん
。大
き
な
史
跡
や
名
所

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、大
切
な
の
は

オ
ン
リ
ー
ワ
ン
に
な
る
こ
と
で
す
。

活
動
を
通
し
て
心
を
つ
な
げ
、笑

顔
が
咲
く
ま
ち
に
し
て
い
き
ま
す
。

● 問い合わせ　三国病院事務局　82-0480

市
立
三
国
病
院
で
は
、
臨

時
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

私
た
ち
と
一
緒
に
、
地

域
の
た
め
に
働
き
ま
せ
ん
か
。

募
集
人
員
　

　
作
業
療
法
士
　
１
人

　
言
語
聴
覚
士
　
１
人

採
用
期
間

　
６
月
１
日（
土
）

　
　
〜
26
年
３
月
31
日（
月
）

勤
務
場
所

　
三
国
病
院
診
療
技
術
部

勤
務
時
間

　
８
時
30
分
〜
17
時
15
分

　
週
休
２
日
制

給
　
与

　
月
額
１
７
４， 

６
０
０
円

申
込
方
法

　
写
真
を
貼
っ
た
履
歴
書
と
専
門

資
格
の
免
許
証
の
写
し
を
左
記
ま

で
提
出

申
込
締
切

　
４
月
30
日（
火
）　
17
時

試
験
日

　
５
月
上
旬
予
定

試
験
内
容

　
面
接
に
よ
る
口
述
試
験

申
し
込
み
先

　
〒
９
１
３
‐
８
６
１
１

　
三
国
町
中
央
一
丁
目
２
‐
34

　
三
国
病
院
事
務
局

市議会3月定例会　一般会計24億2,662万円などを補正
人事案件についても同意しました

● 問い合わせ　議会事務局　50-3001

新しい知識と教養を身に着けませんか
25年度坂井市成人大学の受講生を募集

● 問い合わせ　坂井市成人大学事務局（生涯学習スポーツ課内）　50-3162

第
５
期（
平
成
25
年
度
）

「
坂
井
市
成
人
大
学
」

の
受
講
生
を
募
集

し
ま
す
。
講
演
や
現
地
研
修
、

運
動
な
ど
、
多
彩
な
ジ
ャ
ン

ル
の
講
座
を
学
び
、
新
し
い

知
識
と
教
養
を
身
に
付
け
て

人
生
を
豊
か
な
も
の
に
し
ま

せ
ん
か
。

開
講
時
期

　
５
月
〜
26
年
２
月

　
全
10
回（
講
演
７
回
、
研
修

２
回
、
運
動
１
回
）

会
　
場
　
高
椋
公
民
館
ほ
か

定
　
員
　
１
５
０
人

受
講
料

　
年
間
３， 

０
０
０
円

※
研
修
に
は
、
別
途
参
加
費
が
必
要

※
受
講
料
は
、
開
講
式
受
付

時
に
納
入
く
だ
さ
い

申
込
方
法

　
５
月
１
日
（
水
）
ま
で
に
市

内
各
公
民
館
で
申
し
込
み
。

後
日
、
開
講
式
お
よ
び
第
１

回
の
講
座
案
内
を
送
付
し
ま
す
。

24億2,662万円
（373億7,182万円）

△1,922万円
（95億683万円）

△2億5,655万円
（103億1,523万円）

21億5,085万円
（571億9,388万円）

3月補正予算
（　）内は補正後の額　千円以下は四捨五入

一般会計

特別会計

企業会計

合　計

■講座内容

第１回

第２回

第３回

第４回

第５回

第６回

第７回

第８回

第９回

第10回

5月18日（土）

6月15日（土）

7月20日（土）

8月24日（土）

9月26日（木）
  ・27日（金）

10月26日（土）

11月16日（土）

12月21日（土）

1月18日（土）

2月15日（土）

○開講式　

講演「朝倉氏と坂井市の歴史関係について」

講師　青木　豊昭氏

1日研修「関市・美濃市を訪ねて」
刃物の産地、美濃和紙の産地を現地研修

講演「交通安全」
講師　安全対策課

「くちなし忌」記念講演

宿泊研修「NHK大河ドラマ『八重の桜』
ゆかりの地を巡る」
鶴ヶ城、飯盛山、白虎隊記念館などを見学

スポーツ推進委員による健康講座
「マリン体操」と「ニュースポーツ」

「小葉田淳記念文庫」歴史講演会

運動「老いのこころを知る」

講師　仁愛大学　水上　喜美子氏

講演「絵本のちから～絵本からまなぶこと～」

講師　仁愛大学　谷出　千代子氏

講演「健康は笑いから」

講師　岡田　純平氏

○閉講式

※期日・会場は予定ですので、変更になる場合もあります

※生涯学習大学開放講座との連携（2回）も予定しています

市
議
会
定
例
会
が
、
２

月
26
日（
火
）か
ら
３

月
25
日（
月
）ま
で
開

か
れ
、
一
般
・
特
別
・
企
業
会

計
の
24
年
度
補
正
予
算
や
25
年

度
当
初
予
算
、
条
例
の
制
定
や

一
部
改
正
な
ど
31
議
案
を
審
議

し
、
可
決
し
ま
し
た
。

　
坂
井
市
議
会
基
本
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
な
ど
発
議

４
件
を
可
決
し
ま
し
た
。
ま
た
、

副
市
長
の
選
任
に
つ
い
て
や
教

育
委
員
会
委
員
の
任
命
、
人
権

擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦
な
ど

５
件
の
人
事
案
件
に
つ
い
て
は
、

同
意
・
適
正
と
し
ま
し
た
。
な

お
、
請
願
３
件
に
つ
い
て
は
不

採
択
と
し
ま
し
た
。

主
な
議
案

▽
坂
井
市
総
合
計
画
後
期
基
本

計
画
の
策
定
に
つ
い
て

▽
坂
井
市
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
等
対
策
本
部
条
例
の
制
定

に
つ
い
て

主
な
補
正
予
算

▽
公
営
住
宅
ス
ト
ッ
ク
総
合
改
善

事
業
　
２
億
１， 

０
４
６
万
円

▽
道
路
改
良
事
業８， 

０
５
０
万
円

　
３
月
議
会
で
同
意
さ
れ
た

人
事
案
件
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
副
市
長
】

【
教
育
委
員
会
委
員
】

 

三
宅
　
小
百
合
さ
ん（
新
任
）

【
人
権
擁
護
委
員
の
候
補
者
】

 

三
田
　
小
夜
子
さ
ん（
再
任
）

 

松
本
　
盛
博
さ
ん（
再
任
）

 

　
瀬
　
惠
子
さ
ん（
再
任
）

　坂井市の
明るい未来
のため、よろ
しくお願い
します。

北川　貞二　副市長

　
古
く
か
ら
あ
る
14
の
集
落
と

３
つ
の
新
興
住
宅
地
か
ら
な
る

大
石
地
区
は
、九
頭
竜
川
の
恵
み

を
受
け
、自
然
豊
か
な
住
み
よ
い

ま
ち
で
す
。今
で
も
人
口
が
増
え
、

特
に
子
ど
も
た
ち
の
活
気
が
あ

ふ
れ
て
い
ま
す
。ま
ち
づ
く
り
に

も
意
欲
的
で
、協
議
会
の
委
員
は

区
長
の
推
薦
や
立
候
補
な
ど
で

全
地
区
か
ら
参
加
し
て
い
ま
す
。

　
目
標
の「
17
地
区
の
全
住
民
が

主
役
」と
な
る
活
動
を
す
る
に
は
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
や
老
人
会
な
ど
、他
の
地

域
組
織
と
の
協
力
が
不
可
欠
で

す
。よ
り
良
い
ま
ち
を
目
指
し
て
、

お
互
い

が
協
力

し
な
が

ら
活
動

し
て
い

ま
す
。

グッ

あお  き　　　とよ あき

みず かみ　     き    み   こ

たに  で   　     ち    よ   こ

おか  だ   　   じゅんぺい

きたがわ      てい  じ

み 

や 

け
　      

さ
　 

ゆ
　 

り

み 

っ 

た
　      

さ
　 

よ
　 

こ

ま
つ 

も
と
　
　 

も
り 

ひ
ろ

ひ
ろ  

せ
　
　
　
け
い  

こ
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19 18

高
● 問い合わせ　職員課　 50-3011

人事異動と機構改革をお知らせします
異動者　331人、退職者（3月31日付） 38人、新採用（4月1日付）  33人
※主任級以下の昇格者は除く

齢
者
福
祉
と
市
民
の
健

康
増
進
の
充
実
に
向
け

て
、
健
康
長
寿
課
を｢

高

齢
福
祉
課｣

と｢

健
康
増
進
課｣

に
分

課
し
、
高
齢
福
祉
課
に
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
を
統
合
。
各
部
局

に
ま
た
が
る
施
設
の
維
持
補
修
な

ど
の
設
計
監
理
を
一
括
し
て
行
う｢

営

繕
室｣

を
監
理
課
内
に
、｢

国
体
準

備
室｣

を
生
涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ
課
内

に
設
置
し
ま
し
た
。

４
月
１
日
現
在
職
員
数
　
８
８
２
人

(
前
年
比
　
10
人
減)

■
市
長
部
局
・
教
育
部
局
　
　
　

【
部
長
級
】
議
会
事
務
局
長
　
吉
田
市
郎
▽

総
務
部
長
　
新
開
和
典
▽
生
活
環
境
部
長

向
川
俊
邦
▽
福
祉
保
健
部
長
　
青
木
利
弘

▽
産
業
経
済
部
長
　
小
林
憲
雄
▽
建
設
部

長
　
中
嶋
重
徳
▽
上
下
水
道
部
長
　
高
木

徹
▽
会
計
管
理
者
　
小
川
茂
治
▽
三
国
総

合
支
所
長
　
杉
本
昌
二
▽
春
江
総
合
支
所

長
　
川
畑
正
寛
▽
農
業
委
員
会
事
務
局
長

中
山
清
義
▽
教
育
委
員
会
事
務
局
教
育
部

長
　
杉
田
輝
美

【
次
長
級
】
総
務
部
次
長
兼
企
画
情
報
課
長

友
田
義
隆
▽
財
務
部
次
長
兼
財
政
課
長
　

嶋
　
　
和
▽
生
活
環
境
部
次
長
兼
保
険
年

金
課
長
　
東
嶋
孝
市
▽
福
祉
保
健
部
次
長

兼
社
会
福
祉
課
長
　
田
島
修
治
▽
産
業
経

済
部
次
長
兼
観
光
産
業
課
長
　
萬
道
正
之

▽
建
設
部
次
長
兼
建
設
課
長
　
恩
地
紀
▽

上
下
水
道
部
次
長
兼
総
務
経
理
課
長
　
白

崎
邦
孝
▽
上
下
水
道
部
次
長
兼
維
持
課
長

　
本
賢
治
▽
三
国
総
合
支
所
次
長
兼
地
域

振
興
課
長
　
刀
根
幸
博
▽
坂
井
総
合
支
所

長
兼
地
域
振
興
課
長
　
伊
藤
秋
男
▽
三
国

病
院
事
務
局
長
　
　
嶋
優
文
▽
監
査
委
員

事
務
局
長
　
中
川
光
男
▽
教
育
委
員
会
事

務
局
次
長
兼
教
育
総
務
課
長
　
前
川
愼
市

▽
教
育
委
員
会
事
務
局
教
育
審
議
監
　
甲

斐
和
浩

【
課
長
級
】
議
会
事
務
局
次
長
　
木
下
和
憲

▽
安
全
対
策
課
長
　
小
谷
嘉
郎
▽
職
員
課

長
　
鍋
嶋
正
和
▽
秘
書
広
報
課
長
　
釣
部

桂
司
▽
行
政
経
営
課
長
　
渡
邉
雅
彦
▽
監

理
課
長
　
瀬
戸
和
行
▽
納
税
課
長
　
南
出

繁
和
▽
高
齢
福
祉
課
長 

岩
田
利
之
▽
健
康

増
進
課
長
　
正
藤
露
子
▽
農
林
水
産
課
長

宮
本
寿
雄
▽
整
備
課
長
　
篠
崎
恵
市
郎
▽

三
国
総
合
支
所
福
祉
課
長
　
崎
田
則
和
▽

丸
岡
総
合
支
所
地
域
振
興
課
長
　
江
澤
正

隆
▽
春
江
総
合
支
所
福
祉
課
長
　
坪
田
三

津
夫
▽
三
国
病
院
看
護
部
長
　
　
出
真
澄

▽
教
育
施
設
整
備
課
長
　
藤
野
博
文
▽
学

校
教
育
課
長
　
土
居
孝
弘
▽
生
涯
学
習
ス
ポ
ー

ツ
課
長
　
武
曽
素
行
▽
同
課
国
体
準
備
室

長
　
　
澤
英
世
▽
三
国
図
書
館
長
　
林
俊

文【
参
事
級
】
総
務
課
　
三
田
正
博
▽
安
全
対

策
課
　
宮
嶋
昭
宏
▽
同
　
本
塚
広
之
▽
職

員
課
　
中
嶋
静
子
▽
秘
書
広
報
課
　
西
英

幸
▽
企
画
情
報
課
　
西
川
仁
文
▽
行
政
経

営
課
　
大
崎
直
昭
▽
ま
ち
づ
く
り
推
進
課

黒
谷
好
美
▽
監
理
課
営
繕
室
長
　
伊
藤
正

則
▽
納
税
課
　
佐
藤
裕
之
▽
市
民
生
活
課

山
元
智
英
美
▽
環
境
推
進
課
　
網
頭
忠
生

▽
社
会
福
祉
課
　
齊
藤
孝
子
▽
高
齢
福
祉

課
　
水
上
佐
代
子
▽
健
康
増
進
課
　
川
内

と
め
を
▽
農
村
整
備
課
地
籍
調
査
室
　
鈴

木
克
弘
▽
建
設
課
　
前
川
俊
弘
▽
維
持
課

石
田
雅
夫
▽
三
国
総
合
支
所
福
祉
課
　
萬

道
浩
子
▽
丸
岡
総
合
支
所
地
域
振
興
課
　

五
十
嵐
伸
雄
▽
春
江
総
合
支
所
福
祉
課
　

岡
村
素
子
▽
三
国
病
院
看
護
部
副
看
護
部

長
　
斉
藤
代
志
子
▽
監
査
委
員
事
務
局
　

　
倉
佐
登
美
▽
生
涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ
課
　

岡
弘
和
▽
丸
岡
図
書
館
　
渡
邊
景
子

【
課
長
補
佐
級
】
総
務
課
　
八
杉
茂
樹
▽
職

員
課
　
山
田
雄
一
▽
ま
ち
づ
く
り
推
進
課

南
出
直
樹
▽
同
（
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
）

西
端
睦
▽
財
政
課
　
古
道
孝
佳
▽
監
理
課

田
渕
秀
資
▽
同
　
森
瀬
明
彦
▽
課
税
課
　

矢
尾
雅
代
▽
納
税
課
　
上
中
俊
英
▽
保
険

年
金
課
　
伊
藤
嘉
美
▽
同
　
　
嶋
妙
子
▽

社
会
福
祉
課
　
由
川
直
樹
▽
高
齢
福
祉
課

五
十
嵐
一
夫
▽
同
課
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
　
千
秋
久
美
子
▽
健
康
増
進
課
　
木

村
弘
美
▽
観
光
産
業
課
　
小
川
宣
成
▽
都

市
計
画
課
　
小
寺
正
人
▽
総
務
経
理
課
　

　
田
八
千
代
▽
会
計
課
　
小
川
雅
惠
▽
丸

岡
総
合
支
所
市
民
課
　
下
妃
桃
美
▽
同
　

佐
藤
勇
次
▽
春
江
総
合
支
所
地
域
振
興
課

小
林
英
紀
▽
春
江
総
合
支
所
市
民
課
　
高

谷
竜
治
▽
農
業
委
員
会
事
務
局
　
吉
田
敬

司
▽
教
育
総
務
課
　
島
田
順
子
▽
学
校
教

育
課
　
西
泰
秀
▽
生
涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ
課

国
体
準
備
室
兼
生
涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ
課
　

矢
尾
昭
宏
▽
文
化
課
　
下
口
栄
子
▽
三
国

図
書
館
　
山
田
尚
子
▽
春
江
図
書
館
　
斉

藤
由
喜
子

【
主
任
級
】
総
務
課
　
松
本
悦
子
▽
ま
ち
づ

く
り
推
進
課
　
古
川
敬
一
▽
課
税
課
　
豊

田
幸
代
▽
納
税
課
　
小
林
恵
美
▽
同
　
　

橋
秀
美
▽
環
境
推
進
課
　
　
山
一
郎
▽
社

会
福
祉
課
　
鳥
山
貴
子
▽
高
齢
福
祉
課
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
　
村
中
順
子
▽
子

育
て
支
援
課
　
大
濃
麗
子
▽
同
　
秋
元
昌

代
▽
同
　
島
津
久
美
子
▽
建
設
課
　
北
出

泰
章
▽
総
務
経
理
課
　
三
田
村
香
富
代
▽

会
計
課
　
半
田
里
美
▽
三
国
総
合
支
所
地

域
振
興
課
　
高
倉
邦
央
▽
同
　
田
島
康
亨

▽
丸
岡
総
合
支
所
地
域
振
興
課
　
伊
東
和

紀
▽
春
江
総
合
支
所
地
域
振
興
課
　
川
合

麗
子
▽
春
江
総
合
支
所
市
民
課
　
坂
本
里

美
▽
三
国
病
院
事
務
局
　
豊
田
雅
樹
▽
農

業
委
員
会
事
務
局
　
巻
田
理
恵
子
▽
平
章

小
学
校
　
小
林
眞
弓
▽
三
国
図
書
館
　
大

瀬
由
美
▽
丸
岡
図
書
館
　
吉
川
幸
江
▽
春

江
図
書
館
　
浦
谷
昌
野

【
主
査
級
】
議
会
事
務
局
　
栗
田
ゆ
う
こ
▽

総
務
課
　
北
林
周
記
▽
監
理
課
　
藤
田
智

治
▽
同
営
繕
室
　
角
谷
吉
弘
▽
工
事
検
査

室
　
北
嶋
亮
一
▽
課
税
課
　
中
田
誠
▽
同

手
島
紀
志
子
▽
納
税
課
　
三
上
幹
代
▽
同

矢
尾
友
樹
▽
同
　
鈴
木
博
輝
▽
社
会
福
祉

課
　
小
林
一
裕
▽
同
　
間
海
洋
一
郎
▽
高

齢
福
祉
課
　
佐
藤
弘
治
▽
同
　
太
田
妃
佐

子
▽
健
康
増
進
課
　
江
川
好
美
▽
同
　
堂

前
智
子
▽
同
　
細
川
真
紀
▽
同
　
丸
谷
恵

▽
同
　
宇
野
康
恵
▽
同
　
近
間
明
実
▽
同

佐
藤
真
理
子
▽
同
　
斉
藤
恵
▽
同
　
小
林

智
美
▽
同
　
山
　
広
未
▽
同
　
　
尾
聖
子

▽
子
育
て
支
援
課
　
結
城
真
奈
美
▽
農
林

水
産
課
　
倉
矢
徹
▽
観
光
産
業
課
　
辻
貴

子
▽
同
　
戸
庭
裕
之
▽
都
市
計
画
課
　
長

田
邦
弘
▽
建
設
課
　
木
村
香
織
▽
同
　
米

元
悟
史
▽
整
備
課
　
山
田
泰
照
▽
維
持
課

嶋
崎
真
幸
▽
三
国
総
合
支
所
市
民
課
　
跡

部
香
里
▽
丸
岡
総
合
支
所
地
域
振
興
課
　

虎
田
憲
治
▽
春
江
総
合
支
所
市
民
課
　
茶

谷
倫
代
▽
春
江
総
合
支
所
福
祉
課
　
近
間

宙
之
▽
三
国
病
院
事
務
局
　
岡
田
浩
一
▽

生
涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ
課
　
宇
野
正
昭
▽
春

江
図
書
館
　
藤
田
由
佳
▽
坂
井
図
書
館
　

清
水
妃
佐
恵

【
一
般
職
員
】
企
画
情
報
課
　
石
田
正
孝
▽

同
　
白
　
洋
司
▽
課
税
課
　
　
橋
新
司
▽

市
民
生
活
課
　
小
島
有
美
子
▽
保
険
年
金

課
　
水
上
裕
介
▽
高
齢
福
祉
課
　
加
藤
美

奈
子
▽
同
課
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
　

　
正
ひ
と
み
▽
健
康
増
進
課
　
高
間
実
紀

▽
同
　
塚
崎
千
香
▽
同
　
山
口
佐
知
子
▽

同
　
川
瀬
千
里
▽
同
　
坪
田
幸
史
朗
▽
子

育
て
支
援
課
　
円
間
理
宏
▽
同
　
　
間
祐

佳
▽
農
林
水
産
課
　
上
野
貴
史
▽
同
　
中

村
佑
季
▽
同
　
坂
井
貴
史
▽
総
務
経
理
課

廣
部
泰
清
▽
同
　
黒
坂
紀
美
栄
▽
丸
岡
総

合
支
所
市
民
課
　
野
路
香
奈
▽
春
江
総
合

支
所
福
祉
課
　
村
中
早
織
▽
学
校
教
育
課

古
屋
吉
将
▽
生
涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ
課
　
福

澤
斗
夢

【
幼
稚
園
教
諭
】春
江
幼
稚
園
　
小
林
佐
季
子

【
医
療
職(

三
国
病
院)

】産
婦
人
科
部
長
　
加

藤
栄
一
▽
同
科
医
長
　
堀
香
織
▽
助
産
師

長
　
石
丸
久
美
子
▽
看
護
師
長
　
境
智
子

▽
同
　
松
川
喜
代
美
▽
同
　
小
林
保
枝
▽

主
任
看
護
師
　
岩
田
登
志
恵
▽
同
　
田
中

美
恵

【
技
能
労
務
職
】
三
国
総
合
支
所
地
域
振
興

課
　
玉
森
豊
幸
▽
平
章
小
学
校
　
富
田
尚

美
▽
高
椋
小
学
校
　
坂
下
幸
栄
▽
磯
部
小

学
校
　
杉
山
ひ
と
み
▽
春
江
・
坂
井
学
校
給

食
セ
ン
タ
ー
　
水
澤
一
栄
▽
同
　
宗
沢
ゆ

か
り

■
派
遣
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

【
部
長
級
】
福
井
坂
井
地
区
広
域
市
町
村
圏

事
務
組
合
事
務
局
長
　
佐
藤
充
彦

【
次
長
級
】
坂
井
地
区
広
域
連
合
事
務
局
長

戸
板
進
▽
坂
井
市
土
地
改
良
合
同
事
務
所

事
務
局
長
　
竹
澤
秀
二

【
課
長
級
】
福
井
坂
井
地
区
広
域
市
町
村
圏

事
務
組
合
総
務
課
長
　
坪
田
恵
吉
▽
福
井

県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
業
務
課
長

　
倉
勇
治
▽
（
公
財
）
坂
井
市
農
業
振
興
公

社
事
務
局
長
　
橋
本
茂
治
▽
武
生
三
国
モ
ー

タ
ー
ボ
ー
ト
競
走
施
行
組
合
事
業
局
統
括

課
長
　
　
山
良
則
▽
同
庶
務
課
長
　
高
間

一
光
▽
業
務
課
長
　
中
垣
内
良
夫

【
参
事
級
】
坂
井
地
区
広
域
連
合
　
酒
井
眞

理
子
▽
武
生
三
国
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
競
走

施
行
組
合
事
業
局
業
務
課
　
岡
島
秀
春

【
課
長
補
佐
級
】▽
武
生
三
国
モ
ー
タ
ー
ボ
ー

ト
競
走
施
行
組
合
事
業
局
庶
務
課
　
西
川
仁

【
主
査
級
】（
財
）
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
　

河
原
勲
▽
坂
井
地
区
広
域
連
合
　
廣
嶋
嘉

一
▽
福
井
坂
井
地
区
広
域
市
町
村
圏
事
務

組
合
　
水
上
慶
彦
▽
坂
井
市
土
地
改
良
合

同
事
務
所
　
廣
部
光
一
▽
武
生
三
国
モ
ー
タ
ー

ボ
ー
ト
競
走
施
行
組
合
事
業
局
業
務
課
　

大
間
雄
輝

【
一
般
職
員
】
宮
城
県
塩
竈
市
　
小
西
和
之

▽(

公
財)

福
井
県
下
水
道
公
社
　
小
林
知
晃

▽
三
国
あ
わ
ら
丘
陵
地
営
農
推
進
協
議
会

森
崇
聡

■
保
育
所
・
幼
保
園
関
係
　
　
　
　
　
　

【
所
長
級
】
み
く
に
未
来
保
育
所
長
　
堀
江

由
枝
▽
宿
保
育
所
長
　
井
端
敏
子
▽
安
島

保
育
所
長
　
出
店
志
保
美
▽
鳴
鹿
幼
保
園

長
　
鈴
木
賢
子
▽
磯
部
東
幼
保
園
長
　
大

坂
加
代
子
▽
安
田
幼
保
園
長
　
郷
圭
子
▽

今
福
幼
保
園
長
　
達
川
壽
美
惠
▽
磯
部
西

幼
保
園
長
　
中
田
啓
子
▽
高
椋
幼
保
園
長

奥
村
靖
子
▽
長
畝
幼
保
園
長
　
山
本
惠
子

▽
春
江
北
保
育
所
長
　
小
林
美
栄
子
▽
春

江
西
保
育
所
長
　
高
山
富
子
▽
坂
井
保
育

所
長
　
山
田
千
代
美

【
副
所
長
級
】
宿
保
育
所
　
橋
田
俊
子
▽
安

島
保
育
所
　
森
川
由
喜
恵
▽
加
戸
保
育
所

定
池
雅
代
▽
鳴
鹿
幼
保
園
　
中
山
眞
由
美

▽
磯
部
東
幼
保
園
　
谷
間
昌
江
▽
今
福
幼

保
園
　
小
杉
弘
美
▽
霞
幼
保
園
　
池
内
恵

子
▽
春
江
南
保
育
所
　
小
畔
由
美
子
▽
春

江
中
保
育
所
　
近
藤
ま
ゆ
み
▽
春
江
東
保

育
所
　
横
田
洋
子
▽
春
江
北
保
育
所
　
北

出
邦
美
▽
春
江
保
育
所
　
岡
本
か
よ
▽
坂

井
保
育
所
　
藤
田
せ
つ
子

【
保
育
士
】
み
く
に
未
来
保
育
所
　
刀
祢
実

由
紀
▽
宿
保
育
所
　
前
田
や
よ
い
▽
安
島

保
育
所
　
山
田
侑
紀
▽
加
戸
保
育
所
　
梶

井
久
枝
▽
同
　
東
川
奈
美
子
▽
同
　
星
野

成
実
▽
鳴
鹿
幼
保
園
　
土
肥
範
子
▽
同
　

小
川
玲
美
▽
磯
部
東
幼
保
園
　
古
市
さ
や

か
▽
同
　
川
端
利
恵
子
▽
安
田
幼
保
園
　

宮
下
美
智
子
▽
同
　
重
僧
絵
里
奈
▽
同
　

　
川
利
寛
▽
同
　
宮
本
裕
子
▽
今
福
幼
保

園
　
坂
本
佳
世
子
▽
同
　
宮
谷
知
恵
▽
同

　
澤
江
里
▽
霞
幼
保
園
　
松
浦
弘
美
▽
春

江
南
保
育
所
　
山
本
和
美
▽
同
　
中
嶋
純

子
▽
春
江
中
保
育
所
　
山
本
理
恵
▽
同
　

森
本
可
菜
子
▽
春
江
東
保
育
所
　
坪
川
千

鶴
子
▽
同
　
真
橋
好
美
▽
同
　
渡
邉
尚
子

▽
同
　
田
中
美
乃
▽
春
江
北
保
育
所
　
森

藤
彩
深
▽
同
　
黒
川
多
佳
子
▽
同
　
石
橋

由
希
子
▽
春
江
西
保
育
所 

斉
藤
奈
緒
子
▽

同
　
莇
生
や
よ
い
▽
同
　
五
十
嵐
平
和
▽

春
江
保
育
所
　
林
田
浩
子
▽
同
　
田
中
美

彩
▽
坂
井
乳
児
保
育
所
　
塚
田
か
ず
み
▽

同
　
橋
本
奈
実
▽
同
　
大
神
友
華
▽
坂
井

保
育
所
　
南
口
智
子
▽
同
　
長
谷
川
桂
子

▽
同
　
東
憲
正

【
調
理
師
】
鳴
鹿
幼
保
園
　
薮
内
さ
と
み
▽

磯
部
東
幼
保
園
　
鰐
渕
恵
美
▽
霞
幼
保
園

松
村
英
子
▽
坂
井
保
育
所
　
牧
田
康
子

■
新
採
用
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

【
一
般
職
員
】
課
税
課
　
會
澤
佳
祐
▽
同
　

小
玉
悠
太
郎
▽
市
民
生
活
課
　
柴
山
友
花

▽
高
齢
福
祉
課
　
佐
藤
圭
吾
▽
同
課
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
　
谷
岡
育
枝
▽
同
課

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
　
下
美
佳
▽
健

康
増
進
課
　
北
山
大
介
▽
子
育
て
支
援
課

八
十
島
彰
大
▽
観
光
産
業
課
　
大
道
政
男

▽
都
市
計
画
課
　
酒
井
農
剛
▽
建
設
課
　

篤
田
耕
栄
▽
総
務
経
理
課
　
藤
田
恭
平
▽

丸
岡
総
合
支
所
市
民
課
　
前
田
莉
菜
▽
教

育
施
設
整
備
課
　
佐
々
木
翔
大
▽
生
涯
学

習
ス
ポ
ー
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幼
稚
園
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育
士
】春
江
東
幼
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園
　

玉
川
朋
実
▽
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戸
保
育
所
　
池
田
晴
奈
▽

鳴
鹿
幼
保
園
　
戸
板
幸
恵
▽
安
田
幼
保
園

中
嶋
郁
絵
▽
今
福
幼
保
園
　
荒
木
友
紀
▽

霞
幼
保
園
　
佐
藤
彩
乃
▽
春
江
南
保
育
所

山
口
愛
▽
春
江
中
保
育
所
　
中
嶋
美
咲
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春
江
東
保
育
所
　
今
西
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美
▽
春
江
北
保

育
所
　
佐
々
治
真
由
佳
▽
春
江
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保
育
所

坪
井
恵
▽
春
江
保
育
所 

櫻
井
薫
▽
坂
井
乳

児
保
育
所
　
渥
美
有
佳
里

【
医
療
職(
三
国
病
院)

】看
護
師
　
　
塚
康
博

▽
臨
床
検
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技
師
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子
▽
診
療
放

射
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技
師
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賀
菜
穂
▽
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竹
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平

▽
臨
床
工
学
技
士
　
奥
口
陽
司

■
退
職
者
　
　
　
　
　
※(
　)
内
は
旧
所
属

木
村
甚
一
郎(

議
会
事
務
局)

▽
五
十
嵐
英
之

（
総
務
部
）
▽
黒
川
規
夫(

産
業
経
済
部)

▽

新
谷
優
一(

建
設
部)

▽
林
田
日
出
男(
上
下

水
道
部)

▽
山
田
誠
一
（
三
国
総
合
支
所
）

▽
川
崎
義
三(

春
江
総
合
支
所)

▽
本
夛
龍
二

(

三
国
病
院
事
務
局)

▽
渡
邊
眞
吾(

教
育
委

員
会
事
務
局)

▽
橋
本
千
秋(

三
国
総
合
支
所)

▽
松
浦
正
幸(

監
査
委
員
事
務
局)

▽
藤
木
奈

保
子(

三
国
総
合
支
所
福
祉
課)

▽
松
川
順
子

(

三
国
図
書
館)

▽
熊
谷
徹(

武
生
・
三
国
モ
ー

タ
ー
ボ
ー
ト
競
走
施
行
組
合
事
業
局
業
務
課)

▽
齊
藤
篤
子(

ま
ち
づ
く
り
推
進
課)

▽
中
村

正
恵(

三
国
総
合
支
所
市
民
課)

▽
青
柳
美
香

(

春
江
総
合
支
所
地
域
振
興
課)

▽
池
上
照
子

(

宿
保
育
所)

▽
酒
井
富
美
子(

安
田
幼
保
園)

▽
西
川
惠
子(

今
福
幼
保
園)

▽
柳
原
巳
栄
子

(

春
江
北
保
育
所)

▽
木
村
美
千
代(

春
江
西

保
育
所)

▽
辻
川
清
美(

坂
井
保
育
所)

▽
丸

子
君
代(

み
く
に
未
来
保
育
所)

▽
寺
島
和
代

(

安
島
保
育
所)

▽
大
杉
美
佐
枝(

磯
部
西
幼

保
園)

▽
山
田
眞
由
美(

高
椋
幼
保
園)

▽
坪

田
美
千
穂(

加
戸
保
育
所)

▽
南
保
洋
子(

春

江
東
保
育
所)

▽
山
田
晴
美(

春
江
北
保
育
所)

▽
手
嶋
純
子(

坂
井
保
育
所)

▽
藤
澤
早
苗(

八

ケ
幼
保
園)

▽
瓦
美
代
子(

春
江
・
坂
井
学
校

給
食
セ
ン
タ
ー)

▽
加
畑
豊
彦((

公
財)

坂
井

市
体
育
協
会)

▽
吉
田
千
晶(

三
国
病
院
看
護

部)

▽
國
嶋
幸
子(

同)

▽
　
桑
美
和
子(

同)

▽
吉
田
梨
花
子
（
三
国
病
院
診
療
技
術
部
）
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市民の皆さんの生活に直結する制度や
イベントを紹介するコーナーです。



焼ききのこと水菜のあえ物

丈競山に登ろう
ファミリー登山大会

と　き　4月29日(月・祝)

　　　　7:30～17:00

　　　　※雨天時は5月6日(月・休)

集合場所　丸岡体育館

参加費　1,000円

対　象　小学4年生以上

　　　　※小学生は保護者同伴

申込方法　市内体育館にある申込

　　　　用紙に記入し、郵送ま

　　　　たはFAXで下記へ

申込先　坂井市体育協会

　　　　〒919-0521

　　　　坂井町下新庄19-7-1

　　　　　68-0124

申込締切　4月22日(月) 

　丸岡山の会事務局

　大濃　090-2378-8321

帯のまち流し練習会
一緒に練習しませんか

※時間はいずれも19:30～

※練習は4月～8月

申込方法　電話で下記へ

　三國會所　82-8392

4月26日(金)受付開始
自衛官になりませんか

　自衛隊福井募集案内所

　　24-3702

AEDや心肺蘇生法を学ぶ
普通救命講習会

と　き　4月28日(日)

　　　　9:00～12:00

ところ　嶺北消防署

対　象　本市に在住、通勤また 

　　　　は通学する中学生以上

申込方法　4月26日(金)までに電話、

　　　　FAX、メールで下記へ

　嶺北消防署

　　51-0911　51-2689

　　reisho@reihoku-fd.jp

自然と人のアートイベント
椿祭り2013

　三国町内の各協力店舗でさま

ざまなアートを展示します。カ

フェや料理とともに三国のまち

を堪能してください。初日と最

終日にはイベントを開催します。

と　き　4月27日(土)～

　　　　5月5日(日)

ところ　三国町内

　ART IN NATURE実行委員会

　　81-3481

休みの日は図書館に行こう

◎古文書を読む会

と　き　毎月第2日曜日

　　　　10:30～12:00

　　　　※初回は5月26日(日)

　　　　10:00～

　　　　※8月は休講

　　　　※1月は第4日曜日

ところ　丸岡図書館

定　員　30人

申込方法　電話で下記へ

受講料　5,000円(資料代含む)

　古文書を読む会

　吉田　090-4681-7878

◎身近なものでおもちゃを作ろう

と　き　4月27日(土)10:00～

ところ　春江図書館

対　象　幼稚園および小学校

　　　　低学年の親子

定　員　親子30組(親子計60

　　　　人で締め切り)

申込方法　電話または直接下記へ

　春江図書館　51-8810

感受性と集中力を養う
少女新体操教室

◎坂井教室

と　き　5月7日～6月25日の

　　　　毎週火曜日

　　　　17:30～18:30

ところ　坂井体育館

受講料　4,000円

対　象　4歳～小学6年生

定　員　30人

申込方法　電話か直接下記へ

　坂井体育館　68-0123

◎丸岡教室

ところ　丸岡体育館

受講料　4,000円

定　員　各コース25人

申込方法　電話か直接下記へ

　丸岡体育館　66-8920

福大医学部附属病院
院内ボランティア

対　象　20歳以上

申込方法　電話で希望の時間を下

　　　　記へ

　福井大学医学部附属病院

　医療サービス課　61-8446

エネルギー 20kcal
タンパク質 2.5g
脂質  0.3g
塩分  0.7g

生シイタケ 50g
シメジ 50g
水菜  60g
　しょうゆ 小さじ1と1/2
　だし汁 小さじ2
　ゆず絞り汁 小さじ1
ユズ  少々

シイタケとシメジの石付きを取り、グリルで焼く。
焼いたシイタケを細く切り、シメジは小房に分ける。
水菜を水洗いし、3cmの長さに切る。
Aを合わせ、②と③をあえてしばらくおき、ユズの皮を
散らす。

①
②
③
④

　塩分をとりすぎると、高血圧や動脈硬化を促進させます。
　魚や肉の加工品、漬物、佃煮、汁物、丼物など塩分の多い食品を
減らし、料理の味つけは素材本来のおいしさが活きる薄味にしま
しょう。
　今回のメニューは、キノコを焼くことでうま味に香ばしさをプ
ラス。ユズの香りも食欲を誘い、薄味でもおいしくいただけます。

塩分は控えめ目に
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開催
event information

三国地区食生活改善推進員

はや  さき           だい    し   ろう

てい   さだ   く    ろう おお   の

よし   だ

お知らせ
information

『消費者力クイズ』
抽選でエコグッズを進呈！

　楽しみながら知識を深め、賢

い消費生活を送りましょう。

■消費者力クイズ　■

Ｑ．携帯電話に「あなたに100万

円を受け取ってほしいので、

クリックして手続きしてくだ

さい」というメールが届きま

した。最も安全な対応を1つ

選んでください。

ア)すぐに了承の返事をするため

クリックする

イ)怪しいので放置する

ウ)「配信停止はこちら」と書い

てあったのでそこをクリッ

クする

応募方法　はがきに①答え②郵便

番号・住所③氏名④年

齢を書いて下記へ送付

応募先　市民生活課

　　　　〒919-0592

　　　　坂井町下新庄1-1

応募締切　5月2日（木）

　市民生活課 50-3030

　※3月号の答え…エ

リコール製品の使用で
重大事故が多発

　リコール(交換・点検・修理)対象

製品を使い続けて起きる事故が多

発しています。当該製品をお持ち

の場合は使用を中止し、リコール

内容をご確認ください。

　TDK製の加湿器による事故が

多数報告されています。詳しくは

ホームページでご確認ください。

　市民生活課　50-3030

25

A

エレクトーン、子供用自転

車（男の子、小3、4年生、タ

イヤ破損）、学習机、ゲー

トボールのスティック2本

と球5個、チャイルドシート

MDウォークマン、レコード

プレーヤー、スキー板（子

供用）150センチ、スキー

靴（子供用）24センチ、ス

キー靴（大人・女性用）24

センチ、大人用自転車、春

江中学校の制服（女の子用 、

夏、冬）、春江中学校の体

操服（夏、冬）戦前の布（か

すり、しま、藍、麻、ちりめん）

申込方法　電話で下記へ

※無償の品物のみ取り扱います

※掲載期間は3カ月(自動継続は

しません)

※品物の細かい指定はできません

※掲載品は掲載者が保管

　市民生活課　50-3030

ゆ
ず
っ
て
く
だ
さ
い

ゆ
ず
り
ま
す

健康増進課

2

リコール情報サイト

と
　
き

対
象

5月9日～7月4日の
毎週木曜日

18:00～
　　18:50

4歳～
小学2年生

19:00～
　　20:00

小学3～
　　6年生

受診科・交通機

関・道路の案内、

受診手続きの説

明や代筆など

車椅子の介助、

高齢者や目が不

自由な人の介助

など

月曜～金曜日

9:00～12:00

月曜～金曜日

12:00～15:00

A

B

と　き 内　容

種　類

踊り

三味線

笛

唄

　と　き

第2木曜日

第3金曜日

第4金曜日

第4月曜日

　                   ところ

三国公民館

三國湊

町家館

■自衛隊技術海上・航空幹部

　大学で理工学部または心理

学を専攻し、卒業後8年以上

経過した38歳未満の人

■自衛隊技術海曹

　20歳以上で国家資格を持っ

ている人

職
種
・
応
募
資
格

たけくらべ



おくやみ
2月21日から3月20日までの届け分（敬称略）

おくやみ
今月の
ハッピー
バースデー

今月の
ハッピー
バースデー

初めてでも大丈夫
弓道を体験しませんか

　弓道に興味がある人は体験

してください。教室にはジャー

ジと靴下でお越しください。

◎弓道体験教室

と　き　4月20日(土)

　　　　10:00～12:00

対　象　小学4年生以上

参加費　無料

◎弓道初心者教室

と　き　5月15日(水)～の

　　　　毎週水・金曜日

　　　　19:00～21:00

対　象　小学5年生以上

参加費　学生2,000円

　　　　学生以外3,000円

ところ　トリムパークかなづ

　坂井・あわら弓道連合会

　田端　090-5687-4686

囲碁で人生をエンジョイ
クラブ会員を募集

　段・級問わず、どなたでもお

気軽にご参加ください。

と　き　毎週月・木曜日

　　　　10:00～16:00

ところ　坂井老人福祉センター

参加費　年間1,500円

　坂井町老人囲碁クラブ

　鳥奥　66-6892

よさこいチーム「響」
メンバー＆スタッフ��　 
かわ
　「響」は今年で10周年。熱い

夏を一緒に過ごすメンバーを

募集しています。まずは練習を

見に来てください。未経験者大

歓迎です。

と　き　毎週金曜日

　　　　19:30～21:30

ところ　高椋東部公民館

　高比良　090-5687-7329

名　前 行政区年齢名　前 行政区年齢 子どもとプロの落語で
ストレスを笑い飛ばそう
　
◎子ども落語笑学校おさらい会

と　き　5月25日(土)

　　　　17:30～18:20

入場料　無料

◎第8回春江大好き寄席

と　き　5月25日(土)

　　　　19:00～

入場料　2,000円

　　　　(当日は500円増し)

出　演　柳亭小燕枝

　　　　五街道雲助

　熟年女子による着物ファッ

ションショーも開催します。

ところ　ハートピア春江

　春江大好きプロジェクト

　木川　090-4323-3714

体を動かして汗をかこう
初心者テニス教室

　初めての人でも専門のテニ

スコーチが丁寧に指導します。

無料の用具貸し出しもあります。

一緒に楽しみませんか。

と　き　6月3日～7月8日の

　　　　毎週月曜日

　　　　10:00～11:30

ところ　丸岡古城ドーム

参加費　2,000円

申込方法　電話で下記へ

　さかい女子テニス

　水田　090-9445-8407

男声歌仲間「キャッスル」
一緒に合唱しませんか

　日本の美しい叙情歌や歌謡

曲を歌います。

と　き　第1・3金曜日

　　　　19:30～20:30

ところ　高椋公民館

参加費　月1,500円

　奥田　090-1632-3020

三国町／

木保　美代子 88 安島

岩本　光忍 85 安島

橋詰　道子 82 上錦

能　　　子 88 森町

　島　武司 79 下野

池田　みつゑ 95 グリーンハイツ

道場　幸信 77 米ケ脇

岡田　勝美 75 西今市

田中　勇 90 グリーンハイツ

齊藤　滿栄 62 平山

城　　松玉 94 橋本

兼田　元治 91 平野

丸岡町／

遠藤　信子　 87  上長畝

前田　嘉一 84  御幸

林田　キナヱ 95  舟寄５区

小林　久子  96 舟寄４区

林　富次 87 室町

裏谷　希一 80 松川町

粟田　榮 65 里丸岡

山本　千代美 61 女形谷

村田　フサ 89 西瓜屋１の３

藤田　義雄 93 上安田

出村　加代 80 室町

堂　　 81 女形谷

藤田　密子 100 板倉

由比　孝一 80 南横地１区

酒井　　子 96 一本田

山田　ツチ子 71 上金屋

前田　千代子 98 与河

木村　ミサヲ 76 朝陽

荒井　あさの 92 楽間

春江町／

中川　弘美 70 春日野

長谷川　節子 84 いちい野

三上　幹雄 85 江留上旭

末政　文尾 88 下小森

春貴　省市 64 藤鷲塚

中島　利雄 79 江留上昭和

佐藤　正文　 92 松木

吉田　スサゴ 88 中筋

黒川　　子 88 江留上昭和

脇坂　秀夫　 81 江留上緑

五十嵐　タマヲ　 74 大牧

吉川　慶子　 73 江留中

　端　　子 91 井向

　村　藤太郎　 98 中筋

　島　慶子　 64 為国亀ケ久保

　

坂井町／

五十嵐　俊夫 68 下新庄

森瀬　雄司  68 下兵庫

本明　政子 87 高柳

釣部　和生 85 東長田

名前は全て人名漢字および常用漢字で表記しています。

外国人のための
無料相談会

　在留資格、資格変更、ビザ、雇

用、結婚、国籍などの相談に、行

政書士がお応えします。

と　き　4月28日(日)

　　　　13:00～16:00

ところ　春江中公民館

通　訳　中国語(予約不要)

対　象　外国人および外国人

　　　　に関係する人

インターナショナルさかいで

は新会員を募集しています

　坂井市を中心とした国際交

流活動に関心がある人は、一緒

に活動しませんか。

　インターナショナルさかい

　中村　090-9443-1570

菜園「赤とんぼ」で
野菜づくりを学びませんか
��
　家庭菜園を始めたいと考え

ている人は、体験して作り方な

どを覚えてみませんか。

ところ　丸岡町愛宕20

対　象　週に2日、2時間程度

　　　　時間が持てる人

参加費　月800円

　松井　090-3292-3055

中国語に触れてみよう
新規受講生を募集

　まずは簡単な挨拶と自己紹

介から始めます。

◎春江教室

と　き　毎週木曜日

　　　　19:30～21:00

ところ　春江南公民館

　平瀬　090-7588-1337

◎坂井教室

と　き　毎週火曜日

　　　　19:30～21:00

ところ　東十郷公民館

　黒川　090-1639-3325

問 問

問

き　 かわ

りゅうてい　こ　えん　し

ご　かい  どう  くも  すけ

なか むら

ひら   せ

くろ  かわ

たか   ひ     ら

とり おく

た　ばた

まつ   い

みず   た

おく   だ

問

問

問

問

問

問

問

2223 平成25年 4月号

 き      ぼ　          み      よ     こ

いわ  もと　       こう  にん　      

はし  づめ　       みち    こ　             

 の     せ　        しず   こ

にし  じま　        たけ   し

いけ   だ　

どうじょう　      ゆき  のぶ　

おか   だ　         かつ    み

 た   なか　   いさむ

さい  とう　       みつ    え

しろ  さき　     しょうぎょく　

かね   だ　         もと   じ　　

えん  どう　       のぶ    こ　  

まえ   だ　           か   いち

はやし  た　

 こ   ばやし　     ひさ    こ

はやし　    とみ   じ

うら  たに　         き   いち

あわ    た　       さかえ

やま  もと　         ち     よ     み

むら    た　

ふじ   た　         よし    お

いず  むら　         か     よ

どう  まえ　        ゆき  たか

ふじ   た　         みつ   こ

 ゆ      ひ　         こう  いち     

さか   い　          きよ   こ　

  やま    だ　                            こ　

まえ   だ　           ち     よ     こ　        

 き     むら　　

あら    い　

なか  がわ　       ひろ    み

  は     せ    がわ　       せつ    こ　         　

  み   かみ　        みき   お

すえ  まさ　        ふみ   お　

はる    き　       しょう いち　

なか  じま　        とし   お

  さ    とう　       まさ  ふみ　 

よし    た　

くろ    かわ　       しず    こ　　            

わき  ざか　        ひで   お　　          

  い     が    らし　　

よし  かわ　        けい   こ

にし  ばた　        はな   こ

たか  むら　        ふじ   た    ろう

たか  しま　        けい   こ　　　         

  い     が    らし　        とし   お

もり    せ　         ゆう    じ　         　

ほん  めい　        まさ   こ

つる    べ　         かず    お　            

みんなの掲示板
The bulletin board of all市民の活動を応援するコーナーです。

※（　）内は前月比、前年比

3月1日現在

市の
すがた「今月のハッピーバースデー」

坂井チャンネル（121ch）にも掲載！
　誕生月の赤ちゃんが、コメント・
写真付き（静止画）で登場します。
ぜひお申し込みください。

平成25年 4月号

いつも元気いっぱい☆
今日はどんなイタズラしよっかな(#｀∀ｫ)_Ψ

にし  かわ　    ま   かな

北出 真穂ちゃん
（3歳・坂井町長畑）

父：和典さん 母：まゆ美さん

きた   で　     ま     ほ

西川 真叶ちゃん
（1歳・坂井町華水木）

父：文康さん 母：真利子さん

 の      じ　   ほの    か

野路 歩花ちゃん
（2歳・春江町随応寺）
父：知哉さん 母：香奈さん

2歳になりました。音楽を聞いたり
踊ったりするのが大好きです。
2歳になりました。音楽を聞いたり
踊ったりするのが大好きです。

�祝1歳�
イチゴとしまじろうが大好きです。

�

�

�祝1歳�
イチゴとしまじろうが大好きです。

�

�

たか  はら　  ゆう   わ

　原 由和ちゃん
（2歳・三国町陣ケ岡(2)）
父：英男さん 母：美和さん

や     ぎ　    そう   や

北浦　漣ちゃん
（3歳・三国町梶）

父：浩さん 母：邦江さん

 きた  うら　       れん

八木 壮矢ちゃん
（1歳・三国町上錦）

父：一壮さん 母：佳美さん

1歳おめでとう♪
笑顔がまぶしいね(*^。̂*)

�

1歳おめでとう♪
笑顔がまぶしいね(*^。̂*)

�

保育所に通い始めました。
友達たくさん作ってね。

�

保育所に通い始めました。
友達たくさん作ってね。

�

2歳になりました。
ボールと車遊びが大好き。
2歳になりました。
ボールと車遊びが大好き。

3歳になりました。
毎日元気いっぱい遊んでます。
3歳になりました。
毎日元気いっぱい遊んでます。

「みんなの掲示板」
「今月のハッピーバースデー」
掲載希望者を募集
　締め切りは、掲載希望月の前
月5日まで。希望者多数の場合は、
掲載できない場合があります。
詳しくは秘書広報課まで。
　秘書広報課　50-3012問

 人　口 94,186人 （－ 57、－277人）
 男 45,603人 （－ 28、－144人）

 女 48,583人 （－ 29、－133人）

 世帯数 30,186戸  （－ 23、＋251戸）



年
閉
所
と
な
っ
た
三
国
中

央
保
育
所
に
、
三
冊
の
古

い
ア
ル
バ
ム
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
れ
は
私
立
三
国
保
育
園
の
ア

ル
バ
ム
で
す
。
発
表
会
な
ど
の

行
事
は
も
ち
ろ
ん
、
お
や
つ
や

お
昼
寝
、
遊
具
遊
び
な
ど
、
普

段
の
園
生
活
の
さ
ま
ざ
ま
な
写

真
が
納
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
運
動
会
に
は
、
ど
の
子
も
精

い
っ
ぱ
い
の
お
め
か
し
を
し
て

出
場
し
ま
し
た
。
ネ
ク
タ
イ
姿

の
男
の
子
、
ス
カ
ー
ト
姿
の
女

の
子
が
、
満
面
の
笑
み
で
懸
命

に
か
け
っ
こ
を
し
て
い
ま
す
。

そ
う
い
え
ば
当
時
の
お
母
さ
ん

た
ち
は
、
運
動
会
や
遠
足
で
も

ス
ー
ツ
や
着
物
姿
だ
っ
た
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

国
保
育
園
は
も
と
も
と
、

大
正
12
年
（
１
９
２
３
年
）

に
三
国
町
上
旭
区
の
清
向
院
跡

地
に
創
立
さ
れ
た
、
私
立
三
国

幼
稚
園
で
し
た
。
こ
の
頃
は
幼

稚
園
の
数
は
ま
だ
ま
だ
少
な
く
、

昭
和
戦
前
ま
で
の
福
井
県
統
計

書
を
み
て
も
、
坂
井
市
域
に
は

ほ
ん
の
数
園
し
か
掲
載
さ
れ
て

い
ま
せ
ん
。
保
育
園
に
い
た
っ

て
は
、
子
ど
も
は
各
家
で
面
倒

を
見
る
の
が
当
た
り
前
だだ
っ
た

時
代
で
し
た
。

国
幼
稚
園
は
、
昭
和和
24
年

（
１
９
４
９
年
）
にに
保
育

園
に
転
換
さ
れ
ま
す
。
アア
ル
バ

ム
は
、
ち
ょ
う
ど
こ
の
三
国
保

育
園
時
代
の
最
初
数
年
間間
の
も

の
で
す
。
三
国
保
育
園
はは
、
昭

和
43
年
（
１
９
６
８
年
）
に
公

立
の
三
国
中
央
保
育
所
がが
で
き

る
ま
で
、
三
国
湊
の
子
ど
も
た

ち
を
育
ん
で
き
ま
し
た
。

月
は
入
園
・
入
学
の
季
節
。

ぴ
っ
か
ぴ
か
の
子
どど
も
た

ち
が
、
期
待
を
胸
に
新
た
な
学

び
舎
へ
と
元
気
に
通
っ
て
い
き

ま
す
。
今
も
昔
も
変
わ
ら
な
い

子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
と
と
も
に
、

歴
史
を
刻
ん
で
き
た
学
び
舎
で

の
一
コ
マ
で
し
た
。

み
く
に
龍
翔
館 

春
の
企
画
展

「
む
か
し
の
学
び
舎
写
真
展
」

と
　
き
　
４
月
27
日（
土
）〜

　
　
　
　
　
　
５
月
26
日（
日
）

　
三
国
保
育
園
の
ほ
か
、
市
内

の
小
学
校
・
幼
稚
園
の
写
真
展

を
開
催
し
ま
す
。
昔
の
学
び
舎

で
の
子
ど
も
た
ち
の
姿
を
、
ど

う
ぞ
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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国
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の
ア
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バ
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つ
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最初の学び舎　保育園24

広
報

平
成
2
5
年
 ４
月
号
　
N
o.8
5

平
成
2
5
年
4
月
1
1
日
発
行

春のセンバツ フォトリポート …2

25年度のまちづくりを見る  …6
　　　　　　　　坂井市の25年度当初予算
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ま
な
ま
な

や

せ
い
こ
う
い
ん

より今の自分よ

だけちょっとだ

るのも背伸びする

よ。悪くないよ

てそうやって

いれば頑張ってい

れがきっとそれ

身の丈に

くから。なっていく

霞ケ城公園）（霞

▼
春
工
の
応
援
に
向
か
う
バ
ス

の
中

テ
レ
ビ
で
流
れ
る
開
会
式

の
中
、テ
レ
ビ
で
流
れ
る
開
会
式

で
の
ナ
イ
ン
の
姿
に
早
く
も
胸

が
熱
く
…
▽
ア
ル
プ
ス
席
で
他

校
の
生
徒
や
地
元
人
が
応
援
し

て
る
姿
を
カ
メ
ラ
で
撮
っ
て
い

る
と
、心
が
一
つ
に
な
る
素
晴
ら

し
さ
を
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。(

尚
）

▼
腕
を
高
々
と
上
げ
行
進
す
る

ナ
イ
ン
の
笑
顔
に
目
頭
が
熱
く
な

り
ま
し
た
。こ
の
日
を
迎
え
る
ま

で
に
ど
れ
だ
け
多
く
の
積
み
上

げ
が
あ
っ
た
か
。心
で
拍
手
を
送

り
な
が
ら
フ
ァ
イ
ン
ダ
ー
越
し

に
見
た
選
手
や
応
援
席
は
ま
さ

に｢

一
つ｣

。
こ
ん
な
素
晴
ら
し
い

場
面
を
共
有
で
き
た
こ
と
に
感

謝
で
す
。春
工
、あ
っ
ぱ
れ
！(

純)

↑遊具で遊ぶ子どもたち 発表会の様子

畳の上でお昼寝

三国保育園玄関で
集合写真

↓九頭竜川沿いにあった
　三国ボート場での運動会
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